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令
和
四
年
三
月

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
朝
鮮
戦
争
軍
事
停
戦
体
制

（
三
・
完
）

倉
田
秀
也
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―

北
朝
鮮
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民
族
解
放
闘
争
認
識
と
米
韓
同
盟
管
理―

―



ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
朝
鮮
戦
争
軍
事
停
戦
体
制
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―
北
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鮮
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民
族
解
放
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争
認
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同
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―
―
目
次
―
―

問
題
の
所
在
―
―
二
つ
の
紛
争
「
局
地
化
」
と
民
族
解
放
闘
争

一
．
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
の
固
有
要
素
と
朝
鮮
半
島
（
一
）
―
―
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
と
「
ラ
オ
ス
化
」

　
　

（
一
）
政
治
闘
争
へ
の
路
線
変
更
―
―
「
民
族
民
主
革
命
」
と
「
有
利
な
条
件
」

　
　

（
二
）
連
合
政
府
構
成
と
中
朝
両
国
の
革
命
認
識
―
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
継
続
と
ラ
オ
ス
和
平
成
立

二
．
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
の
固
有
要
素
と
朝
鮮
半
島
（
二
）
―
―
米
朝
直
接
協
議
の
可
能
性
と
国
連
の
権
能

　
　

（
一
）
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
な
き
米
軍
撤
退
―
―
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
の
条
件

　
　

（
二
）
駐
越
韓
国
軍
撤
退
後
の
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
―
―
段
階
的
米
軍
撤
退･

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ･

国
連
軍
司
令
部

三
．
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
と
の
跛
行
性
と
米
中
「
共
同
管
理
」
―
―
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー･

周
恩
来
会
談

　
　

（
一
）
中
朝
両
国
の
イ
ン
ド
シ
ナ
和
平
認
識
―
―
革
命
論
と
均
衡
論
の
間

　
　

（
二
）
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
解
体
の
効
用
―
―
国
連
軍
司
令
部
存
続
の
方
向
性

 

（
以
上
、
第
百
二
一
・
二
十
二
輯
）

一



四
．
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
国
際
保
障
の
失
速
―
―
パ
リ
国
際
会
議

　
　

（
一
）
「
外
部
か
ら
の
政
治
的
権
威
」
―
―
縮
小
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
平
和
会
議
」

　
　

（
二
）
米
国
・
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
二
国
間
関
係
の
先
行
―
―
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
事
前
協
議

　
　

（
三
）
パ
リ
国
際
会
議
議
定
書
の
陥
穽
―
―
民
族
解
放
闘
争
の
余
地

五
．
朝
鮮
和
平
の
変
調
―
―
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議

　
　

（
一
）
許
錟
訪
中
と
米
朝
直
接
接
触
提
案
―
―
米
中
「
共
同
管
理
」
へ
の
抵
抗
と
南
北
平
和
協
定
の
効
用

　
　

（
二
）
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
と
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
―
―
政
治
協
商
会
議
提
案
と
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」

　
　

（
三
）
パ
リ
国
際
会
議
と
シ
ア
ヌ
ー
ク
訪
朝
―
―
民
族
解
放
闘
争
と
「
有
利
な
条
件
」

 
(

以
上
、
第
百
二
十
三
輯)

六
．
和
平
接
点
の
喪
失
―
―
四
者
共
同
声
明
と
朝
鮮
半
島

　
　

(

一
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
米
議
会
―
―
在
韓
米
軍
追
加
削
減
凍
結
と
の
対
比

　
　

(

二
）
米
中
「
共
同
管
理
」
か
ら
の
脱
却
―
―
レ
・
ド
ク
・
ト
の
対
米
協
議

　
　

(

三
）
四
者
共
同
声
明
と
北
朝
鮮
―
―
「
完
全
な
解
放
」
支
持

　
　

(

四)

南
北
調
節
委
員
会
の
隘
路
―
―
二
つ
の
相
対
化

結
語
―
―
パ
リ
和
平
協
定
の
規
範
性
と
朝
鮮
半
島

 

（
以
上
、
本
輯
）

二



六
．
和
平
接
点
の
喪
失
―
―
四
者
共
同
声
明
と
朝
鮮
半
島

六
．
和
平
接
点
の
喪
失
―
―
四
者
共
同
声
明
と
朝
鮮
半
島

（
一
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
米
議
会
―
―
在
韓
米
軍
追
加
削
減
凍
結
と
の
対
比

（
一
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
米
議
会
―
―
在
韓
米
軍
追
加
削
減
凍
結
と
の
対
比

　

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
パ
リ
国
際
会
議
で
、
パ
リ
和
平
協
定
の
有
効
な
国
際
保
障
の
機
制
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
一
方
、
軍
事

停
戦
違
反
を
続
け
て
い
た
。
上
述
の
通
り
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
パ
リ
国
際
会
議
以
前
、
ク
ア
ン
ガ
イ
と
サ
・
フ
ィ
ン
の
周
辺
を
支
配

下
に
置
い
た
の
に
続
い
て
、
パ
リ
国
際
会
議
と
前
後
し
た
時
期
、
ケ
サ
ン
地
域
へ
地
対
地
ミ
サ
イ
ル
を
搬
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
も
カ
ナ

ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
間
で
二
分
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
パ
リ
国
際
会
議
が
閉
会
し
た
後
、
パ
リ
和

平
協
定
を
さ
ら
に
危
殆
に
晒
し
た
の
は
、
や
は
り
そ
の
第
二
〇
条
―
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
か
ら
の
「
外
国
軍
」
の
撤
退
―
―
に

関
わ
っ
て
い
た
。
一
九
七
三
年
三
月
中
旬
、
約
三
万
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
二
五
〇
台
の
戦
車
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
と
と
も
に
「
ホ
ー

チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
と
非
武
装
地
帯
を
通
過
し
て
南
下
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ニ
ク
ソ
ン
が
「
こ
れ
以
上
の
浸
透
が
あ
っ

た
場
合
」
に
は
「
深
刻
な
結
果
」
を
招
く
と
述
べ
（  

）
、
こ
れ
以
上
パ
リ
和
平
協
定
に
違
反
す
れ
ば
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
に
疑
念

を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
警
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（  

）
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
さ
ら
な
る
兵
員
と
軍
事
物
資
を
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
投

入
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
明
白
な
パ
リ
和
平
協
定
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨
時
革
命
政
府
は
ア
ン
ロ
ク
南
西
に
位
置
す
る

ト
ン
・
レ
・
チ
ャ
ン
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
基
地
を
攻
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
は
パ
リ
国
際
会
議
調
印
者
宛
て

に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
非
難
す
る
書
簡
を
発
出
し
（  

）
、
米
国
も
こ
れ
と
同
様
の
書
簡
を
発
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（  

）
。
し
か
し
、

パ
リ
国
際
会
議
議
定
書
第
七
条
（
Ｂ
）
に
謳
わ
れ
た
議
定
書
調
印
者
の
「
六
者
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
要
請
」
に
従
っ
て
、
パ
リ
国

際
会
議
が
再
招
集
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
パ
リ
国
際
会
議
の
再
招
集
に
は
、
い
ま
一
つ
の
要
件
と
し
て
米
国
と
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
合
意
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
パ
リ
和
平
協
定
と
パ
リ
国
際
会
議
の
「
決
議
（
議
定
書
を
指
す
）
」
（
括

210
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弧
内
は
引
用
者
）
を
「
厳
格
に
尊
重
し
、
細
心
に
実
施
す
る
よ
う
断
固
要
求
す
る
」
と
し
つ
つ
、
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
間
で
「
新

し
い
関
係
を
樹
立
す
る
条
件
」
が
作
り
出
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
も
（  

）
、
米
国
に
パ
リ
国
際
会
議
の
再
招
集
を
求
め
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。

　

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
パ
リ
和
平
協
定
遵
守
に
導
く
努
力
は
再
び
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
に
委
ね
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
は
そ
の
時
期
、
そ
の
協
議
を
支
え
る
べ
き
議
会
の
支
援
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
パ
リ
和
平
協
定
成
立

直
前
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
チ
ュ
ー
に
和
平
協
定
を
受
け
入
れ
れ
ば
制
限
の
な
い
経
済
支
援
に
加
え
て
、
米
国
が
こ
れ
ま
で
与
え
て

き
た
軍
事
支
援
に
代
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
和
平
協
定
の
受
け
入
れ
を
迫
り
、
ニ
ク
ソ
ン
も
米
軍
撤
退
後
に
米
国

に
よ
る
支
援
が
な
け
れ
ば
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
的
優
位
は
維
持
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
リ
和
平
協
定
後
、
米
議
会
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
そ
の
軍
事
的
優
位
を
支
え
る
支
援
に
は
消
極
的
に
な
っ
て
い
っ

た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
過
去
二
〇
年
間
で
国
防
費
が
最
低
の
水
準
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
米
国
が
過
去
達
成
し
た
平
和
（
パ

リ
和
平
協
定
を
指
す
）
の
永
続
に
進
展
を
み
る
た
め
に
は
強
固
な
軍
事
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」（
括

弧
内
は
引
用
者
）
（  

）
と
し
て
、
米
議
会
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
の
必
要
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ニ
ク
ソ
ン
が
チ
ュ
ー
を
サ
ン
ク
ラ
メ
ン
テ
の
私
邸
に
招
い
た
の
は
そ
の
翌
日
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
チ
ュ
ー
と
の
首
脳
会
談
で

米
国
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
が
議
題
に
な
っ
た
と
き
、
ニ
ク
ソ
ン
は
米
議
会
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
を
チ
ュ
ー

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
一
九
七
三
年
会
計
年
度
に
二
億
ド
ル
の
支
援
を
求
め
る
チ
ュ
ー
の
主
張
を
退
け
、

一
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
へ
の
減
額
を
通
告
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
米
国
へ
の
依
存
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
応
え
た
（  

）
。
七
四
年

会
計
年
度
に
つ
い
て
も
、
ニ
ク
ソ
ン
は
チ
ュ
ー
と
の
共
同
声
明
で
米
議
会
が
経
済
支
援
、
戦
後
復
興
の
た
め
に
十
分
な
支
援
を
供
与

す
べ
く
承
認
を
模
索
す
る
と
述
べ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（  

）
、
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
ド
ク
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
韓
国
よ
り
も
短
期
間
で
自
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215

216

217

四



立
的
に
な
る
と
し
て
、
七
億
八
千
五
〇
〇
万
ド
ル
の
支
援
を
求
め
る
と
、
ニ
ク
ソ
ン
は
そ
の
額
は
目
標
で
は
あ
っ
て
も
確
約
は
で
き

な
い
と
答
え
る
他
な
か
っ
た
（  

）
。

　

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
米
議
会
の
支
援
が
期
待
で
き
な
い
な
か
、
米
国
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
に
対
し
て
、
パ
リ
和
平

協
定
に
反
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
で
対
抗
し
た
。
パ
リ
和
平
協
定
の
議
定
書
は
第
二
章
第
二
条
で
、
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
に

対
す
る
陸
、
海
、
空
部
隊
に
よ
る
一
切
の
軍
事
活
動
を
、
そ
の
基
地
の
所
在
の
如
何
を
問
わ
ず
停
止
す
る
」
こ
と
に
加
え
、
「
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
領
海
、
港
湾
、
内
水
路
の
全
て
の
機
雷
を
除
去
、
恒
久
的
に
作
動
停
止
あ
る
い
は
破
壊
す
る
」
と
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
の
措
置
は
「
永
続
的
に
し
て
時
間
的
限
定
は
な
い
」
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
上
空
で
空
中
偵
察
を

再
開
し
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
湾
で
の
機
雷
除
去
作
業
を
中
断
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
三
年
四
月
一
六
日
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
支
援
を

受
け
た
パ
テ
ト
・
ラ
オ
軍
が
ジ
ャ
ー
ル
平
原
南
部
を
占
領
す
る
と
、
米
国
は
即
座
に
Ｂ-

52
爆
撃
機
に
よ
る
爆
撃
を
行
な
っ
た
（  

）
、

米
国
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
パ
リ
和
平
協
定
の
軍
事
停
戦
違
反
に
対
し
て
自
ら
も
違
反
行
為
を
と
り
、
そ
れ
を
撤
回
す
る
用
意
を
示
し

つ
つ
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
再
び
パ
リ
和
平
協
定
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。

　

し
か
し
、
米
議
会
は
そ
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
も
支
援
す
る
姿
勢
を
見
せ
な
か
っ
た
。
当
時
、
一
九
七
三
年
会
計
年
度
の
第
二
次

補
正
支
出
法
を
審
議
し
て
い
た
米
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
「
領
内
、
上
空
、
お
よ
び
沿
岸
に
お
け
る
直
接
、
間
接
の
支
援
戦
闘
行
動
」
に
資
金
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

た
。
当
時
、
ニ
ク
ソ
ン
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（M

ike J. M
ansfield

）
上
院
議
員
に
対
し
て
、
こ
の
法
案
が
通
過
す
れ
ば
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
は
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
で
「
交
渉
の
圧
力
に
な
る
手
段
を
ま
っ
た
く
持
た
ず
パ
リ
に
行
か
ざ
る
を
え
な
い
」
と
懸

念
を
表
し
た
が
、
採
択
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（  

）
。
さ
ら
に
、
米
議
会
に
は
米
国
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
を
阻
止
す
る

法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
す
で
に
二
月
の
ハ
ノ
イ
で
の
協
議
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
間
で
合
同
経
済
委
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員
会
の
設
立
に
合
意
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
行
為
に
対
し
て
、
「
バ
ー
ド
修
正
案
（B

yrd 

Am
endm

ent

）
」
が
採
択
さ
れ
、
事
前
に
議
会
承
認
が
な
い
限
り
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
経
済
支
援
を
禁
ず
る
こ
と
に
な
り
（  

）
、
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
と
の
合
同
経
済
委
員
会
も
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
が
強
制
力
も
奨
励
策
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
わ
が
方
の
立
場
は
ど
う
な
る
か
。
力
に
よ
っ
て
協
定
履
行
を
迫
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
非
難
さ
れ
、
協

定
履
行
の
一
誘
因
と
な
る
は
ず
の
経
済
援
助
を
供
与
す
る
な
と
強
い
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
」
（  

）
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
い
う
「
強

制
力
」
が
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
の
「
直
接
、
間
接
の
支
援
戦
闘
行
動
」
、
「
奨
励
策
」
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
経
済
支
援
を
指
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
そ
の
双
方
が
米
議
会
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
た
こ
と
を
慨
嘆
し
た
こ
と
に
な
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

米
議
会
の
支
援
な
く
、
来
る
べ
き
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
支
援
が
米
議
会
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
こ
と
は
、
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
に
も
波
及
し
か
ね
な
か
っ
た
。
す
で

に
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
退
を
強
行
さ
れ
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
事
援
助
司
令
部
も
解
体
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
韓
国
が
残
存

す
る
第
二
歩
兵
師
団
の
削
減
を
懸
念
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
が
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
退
を
強
行
し
た
後
、
ニ
ク
ソ
ン

が
朴
正
熙
に
送
っ
た
書
簡
で
、
「
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
行
う
前
に
貴
方
と
十
分
協
議
を
行
う
」
と
述
べ
、
七
四
年
会
計
年
度
に

米
国
が
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
排
除
し
な
か
っ
た
の
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
溶
植
は
一
九
七
三
年
二
月
下
旬
の

訪
米
の
際
、
米
国
の
強
い
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
北
朝
鮮
と
の
和
解
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
説
き
、
在
韓
米
軍
の
兵
力
水
準
維

持
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
在
韓
米
軍
の
兵
力
水
準
維
持
を
言
明
し
た
（  

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

か
つ
て
、
ハ
ビ
ブ
が
七
四
年
会
計
年
度
に
在
韓
米
軍
の
兵
力
水
準
を
下
げ
る
提
言
を
行
っ
た
と
き
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
に
示
さ
れ
た
在

韓
米
軍
の
段
階
的
削
減
計
画
を
凍
結
す
る
意
向
を
示
し
、
七
三
年
二
月
中
旬
に
周
恩
来
と
の
間
で
も
在
韓
米
軍
の
当
面
の
駐
留
を
前

提
と
し
て
南
北
対
話
を
慫
慂
す
る
こ
と
に
合
意
を
み
て
い
た
が
、
こ
の
方
針
は
韓
国
に
も
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
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一
時
期
、
七
四
年
会
計
年
度
に
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
危
惧
し
た
朴
正
煕
は
い
っ
た
ん
杞
憂
に
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（Elliot L. Richardson

）
国
防
長
官
に
よ
る
年
例
報
告
で
も
、
韓
国
が
「
そ
の
国
防
で
よ
り
大
き

な
責
任
を
負
う
」
と
し
つ
つ
も
、
米
国
が
引
き
続
き
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
す
こ
と
が
、
韓
国
が
自
信
を
も
っ
て
強
い
立
場
か
ら

北
朝
鮮
と
の
対
話
に
臨
む
上
で
寄
与
し
て
い
る
と
述
べ
、
一
定
水
準
の
在
韓
米
軍
の
駐
留
は
依
然
と
し
て
「
不
可
欠
（im

perative

）
」

と
さ
れ
て
い
た
（  

）
。
さ
ら
に
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
対
比
を
際
立
た
せ
た
の
は
、
韓
国
軍
現
代
化
計
画
に
対
す
る
米
議
会
の
対
応
で

あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
必
要
な
米
国
の
支
援
額
が
減
額
し
韓
国
側
が
財
政
的
負
担
を
強
い
ら
れ
る
な
か
、
金
溶
植
が
こ
の
計
画
へ
の

米
議
会
の
対
応
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
グ
リ
ー
ン
は
韓
国
軍
現
代
化
計
画
に
対
す
る
米
議
会
の
反
対
は
な
か
っ
た
と
述
べ
た
（  

）
。
確
か

に
、
米
議
会
は
こ
こ
で
韓
国
軍
現
代
化
計
画
に
つ
い
て
増
額
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
駐
越
韓
国
軍
撤
退
と
と
も
に
韓
国
に
移
転

さ
れ
た
米
軍
装
備
で
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（  

）
。
し
か
し
、
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
当
面
免
れ
、
韓
国
軍
現
代
化
計
画

に
米
議
会
が
関
与
し
続
け
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
金
溶
植
は
米
国
が
南
北
対
話
の
た
め
に
韓
国
の
安
全
保
障
を
犠
牲
に
し
な
い
意
思

を
確
認
し
た
に
違
い
な
い
。

　

チ
ュ
ー
は
ニ
ク
ソ
ン
と
の
会
談
の
後
に
訪
韓
し
、
一
九
七
三
年
四
月
一
二
日
に
朴
正
熙
と
首
脳
会
談
を
も
っ
た
。
チ
ュ
ー
は
米
議

会
の
支
援
が
期
待
に
及
ば
な
い
こ
と
を
朴
正
煕
に
率
直
に
述
べ
、
韓
国
か
ら
も
支
援
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン

と
チ
ュ
ー
に
よ
る
共
同
声
明
で
も
、
「
限
ら
れ
た
資
源
」
の
た
め
「
こ
の
地
域
の
国
家
」
が
外
部
か
ら
の
支
援
を
必
要
と
す
る
と
記

さ
れ
て
お
り
、
戦
争
中
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
二
個
師
団
を
派
遣
し
て
い
た
韓
国
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ー
は
解
放
民
族
戦
線
が
「
有
利
な
時
点
が
到
来
す
る
と
き
ま
で
時
間
稼
ぎ
戦
術
を
駆
使
し
て
」
い
る
と
述
べ
て
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
「
浸
透
の
水
準
は
大
き
な
戦
争
を
即
発
す
る
水
準
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
展
望
し
つ
つ
も
、
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
パ
リ
和
平
協
定
違
反
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
存
続
を
危
う
く
す
る
こ
と
に
懸
念
を
表
明
し
、
朴
正
煕
も
過
去
の
北
朝
鮮
に
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よ
る
「
挑
発
」
を
挙
げ
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
パ
リ
和
平
協
定
遵
守
に
は
懐
疑
的
な
見
解
を
伝
え
た
（  

）
。
朴
正
煕
は
、
パ
リ
和
平
協
定

と
と
も
に
駐
越
韓
国
軍
が
撤
退
し
た
以
上
、
も
は
や
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
手
段
は
経
済
支
援
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
認
識

し
て
い
た
。

　

こ
れ
を
受
け 

、
金
溶
植
が
チ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ム
と
会
談
し
両
国
間
の
協
力
を
論
議
し
た
あ
と
（  

）
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
連

経
済
社
会
理
事
会
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（Econom

ic Com
m

ission for A
sia and the Far E

ast: 

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
）
で
の
演

説
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
復
興
支
援
に
関
与
す
る
意
志
を
明
ら
か
に
し
（  

）
、
後
に
太
完
善
副
総
理
も
約
一
〇
〇
万
ド
ル
の
緊
急
救
護
計
画
と

一
〇
〇
万
ド
ル
の
技
術
援
助
を
経
済
閣
僚
会
談
で
議
論
す
る
と
約
束
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（  

）
。
す
で
に
米
議
会
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の

軍
事
停
戦
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
に
消
極
的
な
な
か
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
と
き
、
米
国
が

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
積
極
的
支
援
に
転
じ
る
保
障
は
な
か
っ
た
。
朴
正
煕
の
懸
念
は
、
そ
れ
が
北
朝
鮮
を
再
び
「
南
朝
鮮
革
命
論
」

に
傾
斜
さ
せ
、
南
北
対
話
を
等
閑
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
に
消
極
的
な
米
議
会
が
、
韓
国
支
援

に
の
み
積
極
的
に
な
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
韓
国
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
米
国
を
引
き
続
き
韓
国
の
安
全
保
障

に
関
与
さ
せ
る
条
件
に
な
っ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
韓
国
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
は
、
戦
争
中
の
韓
国

軍
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
派
兵
と
同
様
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
根
差
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
七
三
年
五
月
三
日
に
発
表
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン
に
よ
る
外
交
教
書
は
、
韓
国
の
懸
念
を
共
有
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
ニ
ク
ソ
ン
は
「
友
人
（friends

）
」
と
の
言
辞
を
用
い
て
韓
国
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
同
列
に
置
き
つ
つ
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら

全
て
の
軍
隊
と
韓
国
か
ら
二
万
人
の
軍
隊
を
撤
退
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
両
国
の
軍
隊
を
増
強
す
る
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
、
米
議
会
に
対
し
て
韓
国
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
支
援
を
求
め
た
。
こ
こ
で
ニ
ク
ソ
ン
は
「
友
人
」

が
自
身
の
国
防
に
米
国
が
も
は
や
必
要
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
死
活
的
な
部
分
に
お
い
て
米
国
が
必
要
で
は
な
い
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と
判
断
し
た
と
き
、
「
敵
対
勢
力
に
妥
協
を
強
い
ら
れ
る
」
と
し
て
、
南
北
対
話
に
望
む
韓
国
と
臨
時
革
命
政
府
と
の
政
治
問
題
で

協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
は
、
依
然
と
し
て
米
国
に
よ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
た
。
さ
ら

に
ニ
ク
ソ
ン
は
、
敵
対
勢
力
が
米
国
は
「
友
人
」
に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
な
い
と
み
て
「
度
を
越
え
た
行
動
」
を
と
っ
て

も
、
米
国
に
強
い
措
置
を
と
る
意
思
が
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、
「
均
整
が
と
れ
た
合
意
の
重
要
性
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
」
と
し
て
、

韓
国
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
米
国
か
ら
の
支
援
を
失
え
ば
、
北
朝
鮮
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
―
―
お
よ
び
臨
時
革
命
政
府
―
―
が
合
意
に
違

反
し
た
と
き
対
抗
措
置
を
と
れ
ず
、
む
し
ろ
合
意
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（  

）
。

　

と
こ
ろ
が
、
ニ
ク
ソ
ン
の
外
交
教
書
で
も
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
、
韓
国
軍
現
代
化
計
画
に
は
言
及
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
韓

国
の
懸
念
は
米
韓
関
係
よ
り
も
米
朝
関
係
に
あ
っ
た
。
す
で
に
一
九
七
三
年
二
月
の
金
溶
植
訪
米
の
際
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
キ
ュ
ー
バ
、

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
並
ん
で
北
朝
鮮
へ
の
旅
行
制
限
の
撤
廃
を
通
告
し
て
い
た
（  

）
。
パ
リ
和
平
協
定
直
前
、
ラ
ナ
ー
ド
が
訪
韓
し
た
と

き
、
韓
国
側
は
そ
の
可
能
性
を
質
す
と
同
時
に
そ
の
措
置
の
延
長
を
求
め
て
い
た
が
、
米
国
は
こ
こ
で
、
韓
国
に
対
し
て
回
答
を
伝

え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
、
北
朝
鮮
は
事
実
上
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
二
国
間
協
議
で
成
立
し
た
パ
リ
和
平
協
定
が
米
軍

撤
退
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
を
み
て
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
在
韓
米
軍
撤
退
を
求
め
る
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」

を
採
択
し
、
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
を
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
米
国
が
北
朝
鮮
へ
の
旅
行
制
限
の
撤
廃
を
決
定
し
た

こ
と
は
、
韓
国
の
懸
念
を
高
め
ず
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
と
き
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
会
談
が
再

開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
に
つ
い
て
再
び
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
排
除
し
て
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の

間
で
合
意
を
交
わ
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
北
朝
鮮
が
さ
ら
に
在
韓
米
軍
撤
退
を
米
国
に
求
め
、
そ
れ
を
峻
拒
す
る
韓
国
と
の
対
話
に
関

心
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
韓
国
は
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
免
れ
な
が
ら
も
、
北
朝
鮮
の
対
米
関
係
と
の
関
連
で

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
を
注
視
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

231

232

九



（
二
）
米
中
「
共
同
管
理
」
か
ら
の
脱
却
―
―
レ
・
ド
ク
・
ト
の
対
米
協
議

（
二
）
米
中
「
共
同
管
理
」
か
ら
の
脱
却
―
―
レ
・
ド
ク
・
ト
の
対
米
協
議

　

米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
協
議
が
再
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
朴
正
煕
は
そ
れ
が
北
朝
鮮
を
さ
ら
に
対
米
協
議
に
傾
斜
さ

せ
、
南
北
対
話
を
等
閑
視
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
が
、
そ
の
懸
念
は
周
恩
来
も
共
有
し
て
い
た
。
一
九
七
三
年
二
月
に
は
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
と
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
と
「
ラ
オ
ス
化
」
の
必
要
を
共
有
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
覇
権
を
握
る
こ

と
に
懸
念
を
表
し
て
い
た
。
確
か
に
、
周
恩
来
は
パ
リ
国
際
会
議
の
事
前
協
議
で
、
パ
リ
和
平
協
定
の
履
行
を
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
と
の
二
国
間
協
議
に
委
ね
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
周
恩
来
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
を
軍
事
的
に
支
え
る
「
ホ
ー
チ
ミ

ン
・
ル
ー
ト
」
の
維
持
を
支
持
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
周
恩
来
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
第
二
〇
条
を
含
む
パ
リ
和
平
協
定
を

遵
守
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
民
族
解
放
闘
争
の
自
制
を
求
め
て
い
た
に
等
し
か
っ
た
。

　

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
は
、
一
九
七
三
年
五
月
一
七
日
か
ら
六
月
一
三
日
ま
で
、
中
断
を
挟
ん
だ
と
は
い

え
約
一
ヶ
月
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
協
議
再
開
の
翌
日
の
五
月
一
八
日
、
周
恩
来
が
喬
冠
華
と
と
も
に
北
京
で
ブ
ル
ー
ス
（D

avid 

K
. E. Bruce

）
米
中
連
絡
事
務
所
所
長
と
会
見
し
た
と
き
も
、
や
は
り
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
パ
リ
和
平
協
定
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
周
恩
来
は
ブ
ル
ー
ス
に
対
し
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨
時
革
命
政
府
が
パ
リ
和
平
協
定
を
遵
守
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
を
安
定
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
ニ
ク
ソ
ン
に
伝
え
る
よ
う
依
頼
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
し
て
も
全
て
の
関
係
者

が
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
を
遵
守
す
る
こ
と
が
問
題
解
決
の
唯
一
の
方
法
と
述
べ
、
「
平
和
的
で
独
立
し
た
中
立
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
」

を
望
む
と
言
明
し
た
と
い
う
（  

）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
五
月
二
七
日
、
「
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
ソ
連
と
提
携
し
て
イ

ン
ド
シ
ナ
の
後
見
人
と
な
る
こ
と
」
は
米
中
両
国
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
の
認
識
の
下
、
ロ
ン
・
ノ
ル
を
病
気
療
養
の
名
目
で
米
国

に
出
国
さ
せ
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
と
ロ
ン
・
ノ
ル
残
余
勢
力
に
よ
る
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
（  

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
カ
ン
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ボ
ジ
ア
か
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
撤
退
し
た
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
全
て
の
勢
力
が
参
加
す
る
連
合
政
府
」
を
構
成
し
、
シ
ア
ヌ
ー

ク
が
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
意
図
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（  

）
。

　

し
か
し
、
レ
・
ド
ク
・
ト
は
―
―
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
意
図
に
反
し
て
―
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生
ま
れ
て
徴
募
さ
れ
た
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
系
カ
ン
ボ
ジ
ア
公
民
」
で
あ
り
、
撤
退
す
る
必
要
は
な
い
な
ど
の
詭
弁
を
弄

し
（  

）
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・

ド
ク
・
ト
と
の
協
議
が
中
断
し
て
い
た
と
き
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
が
行
っ
た
近
況
報
告
も
、
「
わ
が
人
民
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
人

民
に
よ
る
闘
争
の
結
果
と
し
て
」
、
米
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
「
立
ち
往
生
」
し
、
パ
リ
和
平
協
定
の
履
行
に
つ
い
て
民
族
解
放
勢
力

側
と
合
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
報
告
は
、
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
間

で
生
ま
れ
る
新
た
な
合
意
は
民
族
解
放
勢
力
側
の
「
勝
利
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
得
ら
れ
次
第
、
兵
士
、
民
間
人
、
党
支
部
は
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ヴ
ェ
ル
で
任
務
を
遂
行
す
る
必
要
を
強
調
し
て
い
た
（  

）
。
も
と
よ
り
、
こ
の
任
務
が
直
ち
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

政
府
打
倒
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
駐
留
を
既
成
事
実
化
す
る

こ
と
で
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
の
温
存
を
図
り
、
さ
ら
な
る
軍
事
攻
勢
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

周
恩
来
が
こ
れ
に
懸
念
を
抱
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
周
恩
来
は
一
九
七
三
年
六
月
初
頭
に
訪
中
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
労
働
党

中
央
委
員
会
第
一
書
記
の
レ
・
ズ
ア
ン
、
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
、
レ
・
タ
ン
・
ギ
副
首
相
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
代
表
団
の
歓
迎
宴

で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
「
戦
闘
的
団
結
」
を
謳
い
、
そ
の
「
戦
闘
的
姿
勢
」
を
讃
え
な
が
ら
も
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
「
戦

争
の
傷
跡
を
癒
や
し
、
経
済
を
回
復
し
、
発
展
さ
せ
、
社
会
主
義
的
な
労
働
に
身
を
投
じ
、
立
派
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
」
と
し
て
、

そ
の
国
内
で
の
成
果
を
強
調
す
る
一
方
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
解
放
民
族
戦
線
と
臨
時
革
命
政
府
が
「
解
放
区
を
打
ち
固
め

0

0

0

0

、

建
設
し

0

0

0

、
革
命
の
成
果
を
守
り
0

0

、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
民
族
和
解
、
独
立
、
民
主
を
実
現
す
る
た
め
に
、
弛
ま
ぬ
闘
争
を
続
け
て
い
る
」
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（
傍
点
は
引
用
者
）
（  

）
と
述
べ
た
。
そ
こ
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
打
倒
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
発
言
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
レ
・
ズ
ア
ン
は
同
じ
く
歓
迎
宴
で
、
「
パ
リ
協
定
（
パ
リ
和
平
協
定
を
指
す
）
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
が
平
和
を
守
り
0

0

、
打
ち
0

0

固
め
0

0

、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
社
会
主
義
建
設
に
従
事
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
独
立
と
民
主
を
実
現
」
（
傍
点
、
括
弧
内
は
引
用
者
）
し

た
と
し
て
周
恩
来
に
呼
応
す
る
発
言
も
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
さ
ら
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
平
和
的
に
統
一
す
る
た
め
、
闘
争
0

0

を
続
け
る

0

0

0

0

に
有
利
な
条
件
を
作
り
上
げ
、
麗
し
い
展
望
を
切
り
開
い
た
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
（  

）
と
述
べ
、
引
き
続
き
軍
事
攻
勢
を

行
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
周
恩
来
と
レ
・
ズ
ア
ン
の
間
に
軍
事
攻
勢
の
継
続
の
妥
当
性
に
つ
い
て
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
め
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
六
月
一
二
日
に
発
表
さ
れ
た
中
越
共
同
声
明
は
「
現
在
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
革
命
事
業
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て

い
る
」
と
す
る
一
方
、
上
述
の
周
恩
来
の
発
言
通
り
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
は
平
和
、
独
立
、
民
主
、
民
族
和
合
の
旗
幟
を
高
く

掲
げ
、
引
き
続
き
革
命
的
警
戒
心
を
高
め
、
重
な
る
困
難
と
障
害
を
乗
り
越
え
て
、
解
放
区
を
建
設
し

0

0

0

、
打
ち
固
め

0

0

0

0

、
革
命
の
成
果

を
守
る
0

0

闘
い
の
な
か
で
、
絶
え
ず
新
た
な
勝
利
を
収
め
て
い
る
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
し
て
解
放
民
族
戦
線
と
臨
時
革
命
政
府
の

成
果
を
讃
え
つ
つ
も
、
レ
・
ズ
ア
ン
が
歓
迎
宴
で
述
べ
た
「
闘
争
を
続
け
る
」
の
一
文
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い

て
は
シ
ア
ヌ
ー
ク
の
抗
戦
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
が
外
国
の
干
渉
を
受
け
な
い
状
況
で
自

ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
ラ
オ
ス
に
つ
い
て
も
「
民
族
和
合
を
実
現
さ
せ
、
平
和
、
独
立
、
中
立
、
民
主
、
統
一
、

繁
栄
の
ラ
オ
ス
を
建
設
す
る
」
と
確
認
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
（  

）
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
駐
留
を
正
当
化
す

る
文
言
は
な
か
っ
た
。
周
恩
来
は
こ
こ
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
経
済
支
援
の
提
供
を
約
束
し
た
が
、
周
恩
来
が
―
―
一
九
七
三
年
二
月

の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
会
談
と
同
様
に
―
―
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
民
族
解
放
闘
争
の
自
制
を
求
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
周
恩

来
の
意
向
に
沿
っ
て
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨
時
革
命
政
府
が
「
解
放
区
」
の
「
建
設
」
に
集
中
す
る
こ
と
へ
の
反
対
給
付
で
も
あ
っ
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た
と
み
て
よ
い
（  

）
。

　

レ
・
ズ
ア
ン
ら
の
訪
中
と
同
時
期
、
パ
リ
で
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
の
間
で
二
者
協
議
が
も
た
れ
て
い
た
が
、

そ
の
主
要
議
題
は
軍
事
停
戦
問
題
と
と
も
に
政
治
問
題
に
移
行
し
て
い
た
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
パ
リ
和
平
協
定
は
南
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
政
治
問
題
に
つ
い
て
、
「
軍
事
停
戦
が
達
成
さ
れ
た
九
〇
日
以
内
に
こ
の
達
成
に
最
大
限
の
努
力
を
払
う
こ
と
と
す
る
」
（
第

四
章
第
一
二
条-
Ａ
）
と
し
た
上
で
、
そ
の
期
限
内
に
全
国
評
議
会
の
設
立
を
通
じ
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
自
由
か
つ
民
主

的
な
総
選
挙
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
た
（
同
条-

Ｂ
）
。
た
だ
し
、
パ
リ
和
平
協
定
の
想
定
と
は
異
な
り
、
軍
事
停
戦
違
反

が
継
続
し
て
い
た
ま
ま
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
は
政
治
問
題
を
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

は
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
を
稼
働
さ
せ
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
軍
事
停
戦
に
導
く
た
め
に
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府

の
支
配
地
域
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
臨
時
政
府
の
支
配
地
域
が
い
か
に
狭
小
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
確
立
し
た
支
配
地
域
と
し
て
認
め
れ
ば
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
「
完
全
支
配
」
を
謳
う
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
主
張
は

「
虚
構
」
と
な
り
か
ね
な
か
っ
た
（  

）
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
同
じ
く
パ
リ
で
並
行
し
て
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・

ト
と
の
協
議
に
よ
っ
て
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
軍
事
停
戦
遵
守
に
導
く
た
め
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
主
張
が
切
り
崩
さ
れ
る
こ
と
を

懸
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
四
月
二
五
日
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
臨
時
革
命
政
府
と
の
「
予
備
合
意
案
」
と
し
て
ま
ず
、
パ
リ
和
平
協
定
が

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
問
題
に
規
定
し
た
「
（
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
の
）
兵
力
削
減
す
る
措
置
、
及
び
削
減
さ
れ

た
部
隊
を
動
員
解
除
す
る
た
め
の
諸
措
置
」
（
第
四
章
第
一
三
条
）
（
括
弧
内
は
引
用
者
）
に
従
っ
て
、
「
全
て
の
非
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
（All non-South Vietnam

ese

）
」
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
、
帰
還
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
政
府
が
同
数
の
兵
員
動
員
を
解
除
す
る
こ
と
（
第
八
項
目-

ａ
）
を
提
案
し
た
（  
）

。
こ
れ
に
対
し
て
臨
時
革
命
政
府
は
同
日
、
「
六
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項
目
提
案
」
と
し
て
「
敵
対
行
動
の
停
止
と
軍
事
停
戦
に
関
す
る
全
条
項
の
厳
格
な
実
施
」
（
第
一
項
目
）
と
い
う
パ
リ
和
平
協
定

以
来
の
議
題
に
加
え
て
、
「
民
族
和
解
一
致
全
国
委
員
会
の
設
立
」
（
第
四
項
目
）
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
自
由
か
つ
民
主
的
な

総
選
挙
の
実
施
」
（
第
五
項
目
）
、
さ
ら
に
は
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
軍
隊
の
問
題
」
と
し
て
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
両
当
事
者

に
よ
り
民
族
和
解
一
致
、
平
等
と
相
互
尊
重
の
精
神
で
外
国
の
干
渉
な
し
に
戦
後
の
情
勢
に
従
っ
て
解
決
さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、「
南

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
隊
の
問
題
」
と
し
て
「
両
当
事
者
の
軍
事
要
員
を
削
減
し
、
削
減
さ
れ
た
要
員
を
復
員
さ
せ

る
措
置
」
な
ど
を
含
む
こ
と
（
第
六
項
目
）
を
挙
げ
て
い
た
。

　

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
「
予
備
合
意
案
」
は
、
軍
事
問
題
と
政
治
問
題
の
解
決
の
第
一
段
階
と
し
て
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
北

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
動
員
解
除
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
が
政
治
問
題
を
含
む
「
最
終

包
括
合
意
」
に
署
名
し
た
と
き
に
開
始
さ
れ
、
全
国
委
員
会
の
発
足
後
遅
く
と
も
三
〇
日
以
内
に
完
了
す
る
こ
と
を
提
議
し
て
い
た
。

そ
の
第
二
段
階
で
は
、
「
最
終
包
括
合
意
」
に
署
名
後
六
〇
日
以
内
に
、
全
国
委
員
会
が
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
に
関
す

る
法
律
を
定
め
る
と
し
て
い
た
（
第
八
章
）
。
し
た
が
っ
て
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
「
予
備
合
意
案
」
で
は
、
全
国
委
員
会
が
「
自

由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
に
関
わ
る
法
律
を
定
め
る
ま
で
の
三
〇
日
以
前
に
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退

と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
動
員
解
除
は
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
臨
時
革
命
政
府
の
「
六

項
目
提
案
」
も
、
軍
事
問
題
と
政
治
問
題
の
解
決
を
二
段
階
に
分
け
て
い
た
も
の
の
、
第
一
段
階
で
全
国
委
員
会
ま
で
の
四
項
目
ま

で
を
審
議
を
先
行
さ
せ
、
第
二
段
階
で
第
五
項
目
の
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
の
実
施
」
と
第
六
項
目
の
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に

お
け
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
隊
の
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
を
提
議
し
て
い
た
（  

）
。
別
言
す
れ
ば
、
臨
時
革
命
政
府
の
「
六
項
目
提
案
」

で
は
、
た
と
え
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
提
議
通
り
に
全
国
委
員
会
が
発
足
し
て
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
を
審
議
す
る
に
し

て
も
、
そ
の
と
き
ま
で
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
か
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
を
撤
退
さ
せ
る
意
志
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
南
ヴ
ェ
ト

244

一
四



ナ
ム
政
府
が
、
臨
時
革
命
政
府
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
駐
留
さ
せ
た
ま
ま
支
配
地
域
の
拡
大
を
既
成
事
実
化

し
、
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
そ
れ
自
体
に
関
心
が
な
い
と
考
え
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
米
国
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
も
署
名
す
る
四
者
共
同
声
明
を
考
え
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
の
間

と
の
合
意
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
再
び
戦
闘
四
当
事
者
に
よ
る
合
意
を
作
り
上
げ
、
パ
リ

和
平
協
定
に
導
く
こ
と
を
考
え
た
。
し
か
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
内
容
を
チ
ュ
ー
に
示
す
度
に
、
チ
ュ
ー

か
ら
の
強
い
抗
議
に
遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
リ
和
平
協
定
第
二
章
第
三
条
（
Ｂ
）
で
は
、
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
に
つ

い
て
「
（
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
）
双
方
の
支
配
地
域
（areas

）
と
駐
留
の
方
法
を
決
定
す
る
」
（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
記
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
が
提
示
し
た
草
案
に
は
、
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府
と
の
連

絡
飛
行
に
つ
い
て
、
「
サ
イ
ゴ
ン
と
ロ
ク
ニ
ン
の
間
で
な
さ
れ
る
」
と
し
、
中
央
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
本
部
に
つ
い
て
も
「
サ
イ

ゴ
ン
ま
た
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
両
当
事
者
の
一
方
の
支
配
領
土
（territory

）
と
他
方
の
支
配
領
土
が
隣
接
す
る
」
と
こ
ろ
に
設
置

す
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
レ
・
ド
ク
・
ト
が
こ
れ
に
応
じ
た
と
き
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨
時
革
命
政
府
が
南

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
「
支
配
地
域
」
で
の
政
治
闘
争
か
ら
重
点
を
外
し
（deem

phasize

）
、
軍
事
停
戦
の
安
定
と
「
支
配
地
域
」

の
強
化
に
集
中
す
る
と
決
定
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
た
（  

）
。

　

と
こ
ろ
が
、
米
国
の
草
案
を
渡
さ
れ
た
チ
ュ
ー
は
、
臨
時
革
命
政
府
の
拠
点
と
な
る
ロ
ク
ニ
ン
が
サ
イ
ゴ
ン
と
併
記
さ
れ
れ
ば
、

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
サ
イ
ゴ
ン
と
は
別
の
「
首
都
」
が
あ
る
こ
と
に
含
意
し
、
臨
時
革
命
政
府
側
の
「
二
つ
の
政
府
と
二
つ
の
領
土
」

が
あ
り
、「
支
配
地
域
」
の
下
で
「
領
土
」
を
「
管
理
」
し
て
い
る
と
す
る
主
張
に
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
削
除
を
求
め
（  

）
、「
支

配
領
土
」
を
パ
リ
和
平
協
定
に
忠
実
に
「
支
配
地
域
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
（  

）
。
チ
ュ
ー
の
懸
念
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

（Charles S. W
hitehouse

）
駐
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
次
席
米
大
使
が
観
察
し
た
よ
う
に
、
臨
時
革
命
政
府
が
勝
利
の
望
め
な
い
選
挙

245

246

247

一
五



を
遅
延
す
る
間
に
「
支
配
地
域
」
を
固
め
、
「
第
二
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（  

）
。
チ
ュ
ー
は
、
中
越
共
同

声
明
に
謳
わ
れ
た
よ
う
に
臨
時
革
命
政
府
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
「
解
放
区
」
を
「
建
設
」
し
、
「
打
ち
固
め
」
て
い
け
ば
、
や
が
て

戦
争
中
の
「
平
定
作
戦
」
で
拡
大
し
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
「
支
配
地
域
」
は
浸
食
さ
れ
、
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
」
が

不
可
能
と
な
る
こ
と
を
容
認
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
チ
ュ
ー
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
絡
飛
行
に
つ
い
て
「
サ
イ
ゴ
ン

と
ロ
ク
ニ
ン
の
間
」
は
修
正
さ
れ
ず
、
中
央
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
本
部
が
設
置
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
も
、「
支
配
領
土
」
は
「
支

配
地
域
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
隣
接
す
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
と
す
る
一
文
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
臨
時
革
命
政
府
の
「
支
配
地
域
」
が
拡
大
し
た
の
は
、
軍
事
停
戦
違
反
に
よ
る
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
軍
か
ら
の
浸
透
が
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
上
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
を
通
じ
る
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
が
依
然
と
し

て
温
存
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
再
び
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
次
席
米
大
使
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
ゴ
ン
で
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府

が
米
国
の
草
案
を
繰
り
返
し
批
判
し
た
の
は
、
そ
れ
が
パ
リ
和
平
協
定
以
降
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
浸
透
さ
せ
た
軍

隊
と
装
備
に
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
を
既
成
事
実
化
し
、
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
さ
ら
な
る
浸
透
を
誘
発
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
の
成
果
と
し
て
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
か
ら
「
不
法
侵
入
を
抑
制
す
る
た
め
、
協
定
で
定
め
ら
れ
た
軍
備
代
替
品
の
移
動
を
規
制
す
る
明
確
な
措
置
」
を
と
る
こ
と

に
加
え
、
「
非
武
装
地
帯
の
尊
重
」
に
も
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
合
意
を
得
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（  

）
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
す
で
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
浸
透
し
た
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
を
撤
退
に
導
く
措
置
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
つ
い
て
も
、
レ
・
ド
ク
・
ト
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
を
求
め
る
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
レ
・
ド
ク
・
ト
が
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
つ
い
て
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
問

題
が
解
決
し
た
後
に
全
て
の
外
国
軍
が
撤
退
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
曲
解
す
る
発
言
を
行
っ
た
の
に
対
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
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は
、
第
二
〇
条
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
外
国
軍
撤
退
が
「
政
治
的
解
決
の
後
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
反
駁
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
は
無
条
件
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（  

）
。
ま
た
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
を
合
同
経
済
委
員
会
の
再
開
と
の
条
件
関
係
で
の
議
論
を
試
み
、
「
イ
ン
ド
シ

ナ
全
体
の
平
和
に
大
き
な
進
展
が
な
い
限
り
」
、
そ
の
再
開
に
つ
い
て
米
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
が
合
同
経
済
委
員
会
の
再
開
の
条
件
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
レ
・
ド
ク
・
ト
は
「
戦
争

の
傷
を
癒
し
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
再
建
す
る
こ
と
」
は
米
国
の
義
務
と
し
て
個
別
に
扱
う
こ
と
を
主
張
し
た
（  

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
ま

た
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
政
治
的
な
進
化
」
が
遂
げ
ら
れ
れ
ば
、
米
国
は
「
空
爆
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
米
国
の

軍
事
活
動
は
全
て
終
了
す
る
」
と
述
べ
た
が
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
パ
リ
和
平
協
定
と
パ
リ
国
際
会
議
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の

和
平
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
分
離
し
て
扱
っ
た
よ
う
に
、
レ
・
ド
ク
・
ト
は
、
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
は

切
り
離
し
て
扱
う
姿
勢
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
米
議
会
は
「
バ
ー
ド
修
正
案
」
で
承
認
な
く
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
経
済

支
援
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
米
国
に
は
「
切
り
札
（chips

）
が
な
い
」
と
し
て
、

「
い
か
な
る
文
書
も
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
に
は
提
供
し
な
い
」
と
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
（  

）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
に
つ
い
て
合
意
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
合
意
が
成
立
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
の
と
き
す
で
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍

が
駐
留
し
た
ま
ま
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
四
者
共
同
声
明
に
合
意
を
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ラ
オ
ス
に
つ
い
て
も
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
当
初
、
レ
・
ド
ク
・
ト
か
ら
「
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
」
撤
退
の
確
約
を
得
る
こ
と
を
「
目

的
」
と
し
て
い
た
が
、
レ
・
ド
ク
・
ト
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
手
交
し
た
「
私
的
理
解
（private understanding

）
」
の
文
面
は
、

七
月
一
日
ま
で
に
ラ
オ
ス
で
「
新
政
府
」
が
樹
立
さ
れ
た
後
六
〇
日
以
内
に
「
全
て
の
外
国
軍
」
を
撤
退
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
、「
北
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ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
」
と
特
定
し
た
上
で
撤
退
す
る
こ
と
明
記
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
（  

）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
は

チ
ュ
ー
に
対
し
て
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍

0

0

0

0

0

0

0

が
七
月
一
日
か
ら
六
〇
日
以
内
に
ラ
オ
ス
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
「
自
信
を
持
っ
て
」
伝
え
、

四
者
共
同
声
明
へ
の
署
名
を
迫
っ
た
（  

）
。
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
だ
け
で
は
な
く
、
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
抗
議
し
、
署
名
拒
否
を
続
け
る
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
に
対
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
次
席
大
使
を
通
じ
て
南

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
共
同
声
明
に
署
名
し
な
い
こ
と
は
「
破
局
（catastrophe

）
」
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
米
国
は
「
何
ら
責

任
は
負
わ
な
い
」
と
し
て
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ム
に
伝
え
る
よ
う
指
示
し
（  

）
、
ニ
ク
ソ
ン
も
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
「
こ

れ
以
上
実
り
の
な
い
議
論
を
行
う
時
間
は
明
ら
か
に
過
ぎ
て
い
る
」
と
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
が
署
名
拒
否
を
続
け
れ
ば
、
「
悲

惨
な
結
果
（disastrous consequences

）
」
を
招
く
と
通
告
し
た
（  

）
。
そ
の
「
悲
惨
な
結
果
」
は
米
国
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
支

援
に
関
わ
っ
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
四
者
共
同
声
明
へ
の
署
名
を
拒
否
し
続
け
れ
ば
、「
絶
え
間
な
い
支
援
を
行
っ

て
き
た
私
の
政
策
全
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
た
上
で
、
「
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
で
議
論
し
た
軍
事
お
よ
び
経
済
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
与
し
た
全
て
の
困
難
な
決
定
と
事
業
を
正
当
に
見
送
る
こ
と
が
で
き
る
」
（  

）
と
し
て
共
同
声
明
案
へ
の
署
名
を
迫
っ
た
。
四

者
共
同
声
明
へ
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
署
名
は
、
パ
リ
和
平
協
定
と
同
様
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
チ
ュ
ー
政
権
に
対
す
る
恫
喝
に
よ
っ

て
い
た
。
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
ド
ク
が
四
者
共
同
声
明
に
つ
い
て
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
が
提
起
し
た
取
引
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
っ

て
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
と
批
判
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（  

）
。

（
三
）
四
者
共
同
声
明
と
北
朝
鮮
―
―
「
完
全
な
解
放
」
支
持

（
三
）
四
者
共
同
声
明
と
北
朝
鮮
―
―
「
完
全
な
解
放
」
支
持

　

か
く
し
て
一
九
七
三
年
六
月
一
三
日
、
パ
リ
で
四
者
共
同
声
明
が
署
名
さ
れ
た
が
、
パ
リ
和
平
協
定
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・

ド
ク
・
ト
が
仮
署
名
を
し
た
後
に
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
チ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ム
、
グ
エ
ン
・
ズ
イ
・
チ
ン
と
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
が

別
途
署
名
す
る
と
い
う
複
雑
な
手
続
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
四
者
共
同
声
明
は
米
国
か
ら
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
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は
グ
エ
ン
・
ル
ー
・
ビ
エ
ン
政
府
代
表
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
は
レ
・
ド
ク
・
ト
、
そ
れ
に
臨
時
革
命
政
府
か
ら
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・

ヒ
ュ
ー
国
務
大
臣
の
四
者
が
連
名
で
署
名
し
た
後
、
そ
の
三
時
間
後
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
、
レ
・
ド
ク
・
ト

が
臨
時
革
命
政
府
の
「
同
意
を
得
て
」
そ
れ
を
承
認
す
る
別
途
の
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
（  

）
。
こ
れ
は
パ
リ
和
平
協
定
と
同
様
、

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
が
臨
時
革
命
政
府
を
承
認
し
な
い
立
場
か
ら
の
措
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
も
パ
リ
和
平
協
定
の
履
行
は
四
者

の
な
か
で
も
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
基
軸
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
も
四
者
共
同
声
明
に
署
名
し
て
い

る
以
上
、
拘
束
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
―
―
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

と
レ
・
ド
ク
・
ト
の
協
議
内
容
を
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
追
認
を
強
い
ら
れ
て
纏
め
ら
れ
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

四
者
共
同
声
明
は
ま
ず
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
遵
守
の
「
誓
約
」
に
対
し
て
、
米
国
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
上
空
の
空
中
偵
察

を
即
時
停
止
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
海
域
、
港
湾
、
水
路
の
機
雷
除
去
作
業
を
期
限
付
で
再
開
す
る
こ
と
（
第
一
条
）
に
加
え
て
、
中
断

さ
れ
て
い
た
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
合
同
経
済
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の
共
同
声
明
署
名
か
ら
四
日
後
に
再
開
す
る
こ
と
に
合

意
し
て
い
た
（
第
一
四
条
）
（  

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
ニ
ク
ソ
ン
に
協
議
中
か
ら
繰
り
返
し
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
す
で
に
パ
リ
和

平
協
定
で
米
国
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
措
置
で
あ
り
、
実
質
的
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
譲
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
報
告
し
て
い
た
が
（  

）
、
そ

れ
ら
の
措
置
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
さ
ら
な
る
軍
事
攻
勢
を
抑
制
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
が
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
四
者
共
同
声
明
は
二
者
合
同
軍
事
委
員
会
に
つ
い
て
、
「
（
パ
リ
和
平
協
定
の
）
発
効
時
に
お
い
て
占
領
し
て
い
た
場
所

へ
の
両
軍
隊
の
復
帰
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
移
動
に
つ
い
て
直
ち
に
討
議
す
る
も
の
と
す
る
」（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
し
た
が
、

「
パ
リ
和
平
協
定
発
効
時
に
お
い
て
占
領
し
て
い
た
場
所
へ
の
両
軍
隊
の
復
帰
」
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
か
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍

が
撤
退
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
四
者
共
同
声
明
で
は
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
両
当
事
者
は
、
部
隊
、
軍
事
顧
問
、
お
よ
び
技
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術
軍
事
要
員
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
導
入
を
受
け
入
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
（
第
七
条-

ａ
）
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
パ
リ
和

平
協
定
の
「
自
由
か
つ
民
主
的
な
総
選
挙
の
実
施
」
を
通
じ
た
政
府
構
成
に
至
る
ま
で
、
「
二
つ
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
当
事
者
は
、

部
隊
、
軍
事
顧
問
、
技
術
軍
事
要
員
を
含
む
軍
事
要
員
、
装
備
、
弾
薬
お
よ
び
軍
事
物
資
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
導
入
を
受
け
入
れ

な
い
」（
第
七
条
）
を
追
認
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
臨
時
革
命
政
府
が
共
同
声
明
の
内
容
は
臨
時
革
命
政
府
が
提
起
し
た
問
題
に
「
満

足
す
べ
き
回
答
を
与
え
て
」
い
た
と
判
断
し
、
四
月
二
五
日
の
「
六
項
目
提
案
」
に
「
従
っ
た
も
の
」
と
評
価
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ

た
（  

）
。
な
お
、
四
者
共
同
声
明
に
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
が
「
予
備
合
意
案
」
と
し
て
提
案
し
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
の
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
軍
の
帰
還
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
動
員
解
除
と
の
取
引
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
つ
い
て
も
、
四
者
共
同
声
明
は
「
厳
密
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
（
第
一
三
条
）
と
言
及
さ
れ

た
に
過
ぎ
ず
（  

）
、
米
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
か
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
撤
退
を
強
要
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
共
同

声
明
発
表
を
受
け
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
外
交
部
が
発
表
し
た
声
明
は
、
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
か
ら
「
全
面

的
に
撤
退
し
、
再
び
両
国
に
軍
隊
、
軍
事
顧
問
お
よ
び
軍
事
要
員
、
武
器
、
弾
薬
な
ら
び
に
軍
事
資
材
を
導
入
す
る
こ
と
を
差
し
控

え
る
」
と
し
、
パ
リ
国
際
会
議
議
定
書
第
八
条
が
両
国
の
「
独
立
、
主
権
、
統
一
、
領
土
保
全
と
中
立
を
厳
格
に
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
「
中
立
」
を
削
除
し
て
「
独
立
、
主
権
、
統
一
、
領
土
保
全
を
原
則
に
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
を
「
再
確
認
」
し
て
い
た
（  

）
。
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
外
交
部
は
こ
こ
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス

の
内
政
は
「
外
部
の
干
渉
な
し
」
に
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
両
国
か
ら
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
撤
退
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

四
者
共
同
声
明
の
後
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
に
よ
っ
て
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
間
で
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ

た
と
き
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
外
交
部
は
、
「
米
国
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
軍
事
介
入
と
干
渉
を
厳
格
に
終
わ
ら
せ
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
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二
つ
の
政
権
、
二
つ
の
軍
隊
、
二
つ
の
支
配
地
域
、
三
つ
の
政
治
勢
力
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
」
が
謳
わ
れ
、
レ
・
ド
ク
・
ト
も

こ
の
文
書
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
「
二
つ
の
政
権
、
二
つ
軍
隊
、
二
つ
の
地
域
が
あ
る
と
い
う
現
実
か
ら
出
発
」
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
（  

）
、
四
者
共
同
声
明
が
臨
時
革
命
政
府
の
「
支
配
地
域
」
を
既
成
事
実
化
し
た
意
義
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
政
府
は
そ
の
五
日
後
、
四
者
共
同
声
明
の
発
効
以
降
も
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
よ
る
軍
事
停
戦
違
反
が
二
八
九
件
に
及
び
、
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
政
府
側
に
六
〇
名
の
死
者
、
二
二
八
名
の
負
傷
者
、
六
〇
名
の
行
方
不
明
者
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
四
者
共
同
声
明
の

履
行
に
懸
念
を
表
し
た
（  

）
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
四
者
共
同
声
明
で
臨
時
革
命
政
府
の
「
支
配
地
域
」
が
既
成
事
実
化
さ
れ
た

と
認
識
し
た
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨
時
革
命
政
府
が
さ
ら
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
支
配
地
域
を
侵
食
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
四
者
共
同
声
明
の
採
択
に
際
し
て
、
『
人
民
日
報
』
は
そ
れ
を
歓
迎
す
る
社
説
を
掲
げ
、
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
二
つ
の
政
権
、

二
つ
の
武
装
勢
力
、
二
つ
の
支
配
地
域
が
存
在
し
て
い
る
現
実
に
鑑
み
て
（
中
略
）
民
族
和
解
一
致
全
国
評
議
会
の
早
期
成
立
の
各

措
置
を
再
度
取
り
決
め
て
い
る
」
（  

）
と
述
べ
て
い
た
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
四
者
共
同
声
明
の
前
日
に
あ
た
る
六
月
一
二
日
に

発
表
さ
れ
た
周
恩
来
と
レ
・
ズ
ア
ン
の
間
の
中
越
共
同
声
明
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
解
放
民
族
戦
線
と
臨
時
革
命
政
府
が
「
解
放
区

を
建
設
し
、
打
ち
固
め
、
革
命
の
成
果
を
守
る
闘
い
の
な
か
で
、
絶
え
ず
新
た
な
勝
利
を
収
め
て
い
る
」
と
し
て
そ
れ
を
讃
え
て
い

た
。
そ
の
限
り
で
、
四
者
共
同
声
明
は
中
国
に
も
歓
迎
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
中
越
共
同
声
明
は

六
月
四
日
の
歓
迎
宴
で
の
レ
・
ズ
ア
ン
の
演
説
の
多
く
を
盛
り
込
み
な
が
ら
も
、
そ
の
一
文
「
さ
ら
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
平
和
的
に
統

一
す
る
た
め
、
闘
争
を
続
け
る
に
有
利
な
条
件
を
作
り
上
げ
、
麗
し
い
展
望
を
切
り
開
い
た
」
に
は
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
。
中

国
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
長
期
的
政
治
闘
争
を
念
頭
に
置
い
た
「
解
放
区
」
の
建
設
な
ら
歓
迎
で
き
る
も
の
の
、
軍
事
攻
勢
を
強
め
パ

リ
和
平
協
定
を
揺
る
が
す
よ
う
な
民
族
解
放
闘
争
に
発
展
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
ブ
ル
ー

ス
に
「
中
立
」
化
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
連
合
政
府
の
構
成
―
―
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
―
―
を
望
む
発
言
を
繰
り
返
し
行
っ
た
周
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恩
来
は
、
四
者
共
同
声
明
が
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
つ
い
て
そ
の
原
則
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
憂
慮
し
た
に
違
い

な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
は
、
パ
リ
国
際
会
議
の
閉
会
後
の
軍
事
攻
勢
以
来
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
持
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
た
。

北
朝
鮮
が
パ
リ
和
平
協
定
の
履
行
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
北
朝
鮮
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
を
主
張
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
パ
リ
国
際
会
議
の
後
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
軍
事
停
戦
に
違
反
し
て
兵
員
を
南
下
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
米
国

が
パ
リ
和
平
協
定
に
違
反
し
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
湾
で
の
機
雷
除
去
を
中
断
し
た
と
き
も
、
『
労
働
新
聞
』
は
米
国
の
軍
事
停
戦
違
反
を

批
判
す
る
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
外
交
部
声
明
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
訳
載
し
て
い
た
（  

）
。
北
朝
鮮
は
ま
た
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・

ト
の
協
議
で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
で
の
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
た
ま
ま
、
米
国
が
機
雷
除
去
を
再
開
し

パ
リ
和
平
協
定
に
回
帰
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
こ
の
姿
勢
は
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
臨
時
革
命
政
府

の
間
の
協
議
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
『
労
働
新
聞
』
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
協
議
が
進
行
し
て
い
た

一
九
七
三
年
六
月
六
日
、
臨
時
革
命
政
府
樹
立
四
周
年
を
記
念
す
る
論
評
を
掲
げ
た
が
、
そ
こ
で
北
朝
鮮
は
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の

正
義
の
偉
業
が
完
全
勝
利

0

0

0

0

を
得
る
と
き
ま
で
積
極
的
に
支
持
声
援
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
し
、
「
米
帝
国
主
義
者
は

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
勝
利
的
前
進
0

0

を
阻
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
こ
の
論
評
は
、
「
国
の
完0

全0

な
解
放
と
祖
国
統
一
の
た
め
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
正
義
の
偉
業
は
必
ず
勝
利
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
（  

）
と
述
べ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
」
の
「
完
全
勝
利
」
が
指
し
て
い
た
の
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
と
の
協
議
が
妥
結

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
妥
結
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
さ
ら
な
る
「
前
進
」
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
「
前
進
」
が

行
き
着
く
の
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
「
完
全
な
解
放
」
で
あ
り
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
打
倒
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
は
パ
リ
和

平
協
定
の
遵
守
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
臨
時
革
命
政
府
が
パ
リ
和
平
協
定
違
反
を
繰
り
返
し
、
や
が
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
打
倒
に
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至
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

　

他
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
も
、
金
日
成
が
一
九
七
三
年
四
月
、
平
壌
で
シ
ア
ヌ
ー
ク
と
の
「
厚
い
戦
闘
的
友
誼
」
を
謳
い
上

げ
、
「
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
を
完
全
に
解
放
す
る
」
こ
と
に
支
持
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
金
日
成
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
周
恩
来
が
構
想
し
た
よ
う
な
ロ
ン
・
ノ
ル
政
権
と
の
連
合
政
府
樹
立
を
望
ん
で
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
と
は
異
な
り
和
平
協
定
を
欠
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
と
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
が
共
闘
の
上
、
ロ
ン
・
ノ

ル
政
権
と
徹
底
抗
戦
し
、
米
国
の
関
与
を
終
焉
に
導
く
こ
と
こ
そ
、
朝
鮮
半
島
で
も
朴
正
熙
政
権
を
支
え
る
米
国
の
関
与
を
遮
断
し
、

在
韓
米
軍
を
撤
退
に
導
く
上
で
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
六
月
五
日
、
平
壌
市
で
シ
ア
ヌ
ー
ク
ら
を
支
持
す
る
平
壌
市
群
衆
集
会

が
も
た
れ
た
と
き
、
北
朝
鮮
が
「
英
雄
的
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
の
聖
な
る
反
米
救
国
闘
争
で
最
終
勝
利
を
得
ら
れ
る
と
き
ま
で
、
積
極

的
に
支
持
声
援
す
る
」
と
支
持
し
た
の
に
対
し
、
そ
こ
に
招
か
れ
た
駐
北
朝
鮮
カ
ン
ボ
ジ
ア
臨
時
代
理
大
使
が
北
朝
鮮
の
「
祖
国
の

自
主
的
統
一
偉
業
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
果
た
し
て
い
る
成
果
を
自
分
の
成
果
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
」（
傍
点
は
引
用
者
）（  

）

と
述
べ
る
と
、
北
朝
鮮
は
王
国
連
合
政
府
樹
立
三
周
年
に
際
し
て
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
兄
弟
的
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
が
共
同
の
宿
敵
で

あ
る
米
帝
侵
略
者
ど
も
と
そ
の
手
先
ら
へ
の
闘
争
で
得
ら
れ
た
全
て
の
勝
利
と
成
果
を
自
分
の
勝
利
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

真
に
嬉
し
く
思
う
」（
傍

点
は
引
用
者
）
（  

）
と
す
る
祝
賀
文
を
送
っ
て
い
た
。

　

ラ
オ
ス
に
つ
い
て
は
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
支
援
を
受
け
た
パ
テ
ト
・
ラ
オ
軍
が
ジ
ャ
ー
ル
平
原
南
部
を
占
領
し
た
こ
と
に
対
し

て
米
国
が
空
爆
を
行
っ
た
と
き
、
パ
テ
ト
・
ラ
オ
が
ラ
オ
ス
平
和
協
定
を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
た
が
、
中
立
派
同
盟
勢
力
が
そ
の

声
明
に
支
持
を
表
明
す
る
と
、
北
朝
鮮
は
こ
れ
を
報
じ
た
上
（  

）
、
パ
テ
ト
・
ラ
オ
常
任
委
員
会
委
員
長
プ
ン
サ
ヴ
ァ
ン
を
平
壌
に
招

請
し
た
。
金
一
ら
と
の
会
談
の
後
に
発
表
さ
れ
た
共
同
声
明
で
は
、
朝
鮮
労
働
党
と
パ
テ
ト
・
ラ
オ
の
「
戦
闘
的
親
善
団
結
」
が
謳

わ
れ
た
上
で
、
パ
テ
ト
・
ラ
オ
が
「
ラ
オ
ス
全
領
土
の
四
分
の
三
と
人
口
の
半
分
以
上
を
解
放
し
て
い
る
」
と
し
、
そ
れ
が
「
ラ
オ 270
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ス
革
命
の
全
国
的
勝
利

0

0

0

0

0

の
た
め
の
信
頼
で
き
る
堡
塁
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北
朝
鮮
は
）
熱
烈
に
支
持
す
る
」（
傍

点
、
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
さ
れ
た
。
ラ
オ
ス
平
和
協
定
で
は
、
王
国
政
府
と
パ
テ
ト
・
ラ
オ
が
「
平
和
と
独
立
・
中
立
・
民
主
主

義
を
認
め
る
」
代
表
で
政
治
諮
問
評
議
会
を
設
置
す
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
共
同
声
明
は
北
朝
鮮
が
「
反
米
救
国
闘
争
の
勝
利
を

堅
固
と
し
、
ラ
オ
ス
革
命
を
完
全
勝
利

0

0

0

0

へ
の
導
く
た
め
の
兄
弟
的
ラ
オ
ス
人
民
の
闘
争
で
新
し
い
成
果
が
あ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」（
傍

点
は
引
用
者
）
（  

）
と
記
さ
れ
た
。
ラ
オ
ス
平
和
協
定
が
交
わ
さ
れ
た
と
き
、
『
労
働
新
聞
』
は
社
説
を
掲
げ
、
「
平
和
的
で
中
立
的
」

な
ラ
オ
ス
を
望
ん
で
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
ラ
オ
ス
平
和
協
定
が
一
九
六
二
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
に
言
及
し
た
と
き
、
そ
こ
に
謳

わ
れ
た
「
主
権
・
独
立
・
中
立
・
統
一
・
領
土
保
全
」
の
原
則
を
「
独
立
・
自
主
権
・
統
一
・
領
土
保
全
」
と
し
て
、「
独
立
」
を
「
自

主
権
」
に
書
き
換
え
た
上
で
、
「
中
立
」
を
削
除
し
て
報
じ
て
い
た
。
北
朝
鮮
が
ラ
オ
ス
平
和
協
定
を
支
持
し
な
が
ら
、
パ
テ
ト
・

ラ
オ
が
バ
ッ
タ
ナ
王
国
政
府
と
プ
ー
マ
政
権
に
徹
底
抗
戦
を
挑
む
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

四
者
共
同
声
明
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
表
に
際
し
て
『
労
働
新
聞
』
は
「
い
ま
一
つ
の
重
要
な
勝
利
」
と
す
る
論
評
を
発
表
し
て

い
た
。
確
か
に
こ
の
論
評
は
、
こ
れ
ま
で
の
パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
つ
い
て
の
論
評
と
は
異
な
り
、
「
独
立
、
自
主
権
、
統
一
、

領
土
保
全
」
に
加
え
て
「
中
立
」
を
加
え
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
両
国
に
「
米
帝
が
干
渉
と
侵
略
の
魔
手
を
伸
ば
さ
な
い
」
こ
と
を

求
め
な
が
ら
も
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
外
交
部
が
発
表
し
た
声
明
と
同
様
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
駐
留
に
つ
い
て
は
不
問
に
付
し
て
い
た
（  

）
。

一
九
七
三
年
六
月
の
レ
・
ズ
ア
ン
ら
の
訪
中
の
際
、
周
恩
来
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
「
戦
闘
的
団
結
」
を
謳
い
、
解
放
民
族
戦
線
と

臨
時
革
命
政
府
に
よ
る
「
解
放
区
」
建
設
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
時
点
で
民
族
解
放
闘
争
が
軍
事
攻
勢
を
中
心
に
展
開
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
金
日
成
が
い
う
「
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
全
土
を
完
全
に
解
放
」
し
、
ラ
オ
ス
で
も
ラ
オ
ス
革
命
が
「
全
国
的
勝
利
」
を
収
め
る
に
は
、
両
国
に
駐
留
す
る
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
軍
は
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
民
族
解
放
闘
争
に
は
む
し
ろ
必
要
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
限
り
で
北
朝
鮮
は
中
国
よ
り
も
、
南
ヴ
ェ
ト
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ナ
ム
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
を
含
む
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で
の
民
族
解
放
闘
争
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
四
）
南
北
調
節
委
員
会
の
隘
路
―
―
二
つ
の
相
対
化

（
四
）
南
北
調
節
委
員
会
の
隘
路
―
―
二
つ
の
相
対
化

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
に
つ
い
て
四
者
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
朝
鮮
半
島
で
は
ソ
ウ
ル
で
第
三
回
南
北
調
節
委
員

会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
七
三
年
三
月
の
平
壌
で
の
第
二
回
南
北
調
節
委
員
会
が
合
意
文
書
な
く
終
わ
っ
た
後
、
北
朝
鮮

は
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
「
各
国
国
会
と
政
府
に
送
る
書
簡
」
と
と
も
に
、
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
を
採
択
し
、

在
韓
米
軍
撤
退
を
対
米
関
係
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
、
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
の
稼
働
を
試
み
て
い
た
。
パ
リ
和
平
協
定
後

の
協
議
が
パ
リ
国
際
会
議
の
再
招
集
で
は
な
く
、
再
び
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
に
よ
る
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
二
国

間
協
議
の
形
態
を
と
っ
た
こ
と
は
、
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
を
送
っ
た
北
朝
鮮
を
さ
ら
に
鼓
舞
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
他
方
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
に
示
さ
れ
た
通
り
、
第
二
歩
兵
師
団
の
追
加
削
減
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
保
ち
、

米
議
会
も
―
―
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
は
対
照
的
に
―
―
在
韓
米
軍
の
水
準
維
持
の
た
め
の
財
政
的
支
援
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
は
な
く
、

韓
国
軍
現
代
化
計
画
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要
性
自
体
は
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
、
米
国
が
在
韓
米
軍
の
兵
力
水
準
を
維
持
す

る
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
の
北
朝
鮮
が
知
る
こ
と
が
で
き
た
文
書
の
一
つ
は
上
述
の
ニ
ク
ソ
ン
の
外
交
教
書
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
『
労
働
新
聞
』
は
「
米
帝
国
主
義
者
が
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
野
望
を
捨
て
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
朝
鮮
で
の
新
た
な
進
展

に
関
し
て
朝
鮮
に
対
す
る
彼
ら
の
侵
略
野
望
を
さ
ら
に
狡
猾
か
つ
悪
辣
に
追
求
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
（  

）
と
批
判
し
て
い

た
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
第
二
回
南
北
調
節
委
員
会
で
提
示
さ
れ
た
「
朴
成
哲
五
項
目
軍
事
提
案
」
で
、
南
北
平
和
協
定
は
も
は

や
南
北
間
軍
縮
な
ど
の
不
可
侵
領
域
に
属
す
る
措
置
の
前
提
条
件
も
な
っ
て
お
ら
ず
、
韓
国
に
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
契
機
に
も

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
四
月
の
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
定
式
化
さ
れ
た
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
は
、
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第
一
項
目
と
し
て
「
武
力
増
強
と
軍
備
競
争
を
打
ち
切
る
」
こ
と
を
筆
頭
に
挙
げ
た
あ
と
、
「
朴
成
哲
五
項
目
軍
事
提
案
」
が
第
四

項
目
と
し
て
挙
げ
た
「
わ
が
国
か
ら
米
軍
を
含
む
一
切
の
外
国
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
」
を
第
二
項
目
に
上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、

南
北
平
和
協
定
が
も
は
や
在
韓
米
軍
撤
退
の
契
機
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
北
朝
鮮
が
韓
国
に
対
し
て
在
韓
米
軍
撤
退
を
求
め
る
効

用
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
設
け
ら
れ
た
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
が
稼
働
し
始
め
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
五
月
初
頭
、
ゲ
ネ
ア
（N

icolae G
henea

）
ル
ー
マ
ニ
ア
外
務
次
官
が
駐
米
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使

の
ボ
グ
ダ
ン
（Corneliu Bogdan

）
に
宛
て
た
電
報
に
よ
れ
ば
、
北
朝
鮮
は
ル
ー
マ
ニ
ア
に
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
を
改
め

て
米
上
下
院
議
長
に
個
別
に
伝
達
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
と
い
う
。
ゲ
ネ
ア
は
そ
の
要
請
に
従
い
、
ボ
グ
ダ
ン
に
米
上
下
院
議

長
の
反
応
を
知
ら
せ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
（  

）
。
さ
ら
に
同
月
末
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
民
族
会
議
代
表
団
が
訪
朝
し
た
と
き
、
平
壌
市

群
衆
会
が
催
さ
れ
た
他
（  

）
、
駐
北
朝
鮮
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
主
催
の
宴
会
が
催
さ
れ
、
そ
こ
に
許
錟
も
参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
金

日
成
と
も
面
会
し
て
い
た
（  

）
。
ル
ー
マ
ニ
ア
大
民
族
会
議
の
平
壌
滞
在
期
間
中
、
こ
の
代
表
団
の
団
長
が
、
過
去
国
連
総
会
議
長
を

務
め
、
外
相
の
地
位
を
離
れ
た
ば
か
り
の
マ
ネ
ス
ク
（Corneliu M

ănescu

）
で
あ
っ
た
こ
と
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次

会
議
で
「
各
国
国
会
と
政
府
に
送
る
書
簡
」
と
も
に
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
が
採
択
さ
れ
た
と
き
、
『
労
働
新
聞
』
が
そ
れ
を

歓
迎
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
大
民
族
会
議
対
外
委
員
会
の
声
明
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
代
表
団
の
平
壌
滞
在
中
に
、

「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
に
つ
い
て
全
く
議
論
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ゲ
ネ
ア
の
電
報
に
対
す
る
ボ
グ
ダ
ン
の
返
信
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
民
族
会
議
代
表
団
が
離
朝
し
た
後
の
六
月
七
日
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
で
は
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
は
米
上
下
院
議
長
に
は
直
接
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
接
触
を
も
っ
た
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ

（John A. Arm
itage

）
欧
州
担
当
国
務
次
官
補
代
理
が
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
は
自
動
的
に
米
上
下
院
議
長
に
伝
え
ら
れ
る
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と
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
（W

illiam
 G

. H
yland

）
も
国
務
省
か
ら
北
朝
鮮
に
返
信
が
送
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
答
え
た
こ
と

を
記
し
、
ボ
ク
ダ
ン
に
よ
れ
ば
米
国
の
反
応
は
こ
の
書
簡
が
公
表
さ
れ
た
当
初
よ
り
は
大
き
く
進
展
し
て
い
た
と
い
う
（  

）
。
ボ
グ
ダ

ン
に
よ
る
書
簡
が
ブ
カ
レ
ス
ト
を
経
由
し
て
平
壌
に
も
伝
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
第
三
回
南
北
調
整
委
員
会
に
臨
む
朴
成
哲
も
事
前

に
承
知
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
一
九
七
三
年
二
月
、
北
京
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
在
韓
米

軍
が
駐
留
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
南
北
双
方
に
対
話
を
慫
慂
す
る
朝
鮮
問
題
の
米
中
「
共
同
管
理
」
の
方
針
を
確
認
し
て
い
た
。

最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
が
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
を
採
択
し
、
在
韓
米
軍
撤
退
を
対
米
関
係
に
求
め
た
こ
と
自
体
、

米
中
「
共
同
管
理
」
へ
の
抵
抗
を
示
し
て
い
た
が
、
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
が
稼
働
し
、
北
朝
鮮
が
南
北
対
話
よ
り
在
韓
米

軍
撤
退
を
求
め
て
い
け
ば
、
北
朝
鮮
の
抵
抗
は
昂
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
韓
国
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
在
韓
米
軍
の
兵
力
水
準
維
持
の
方
針
を
受
け
、
む
し
ろ
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来

が
確
認
し
た
米
中
「
共
同
管
理
」
に
順
応
し
つ
つ
あ
っ
た
。
上
述
の
通
り
、
米
中
「
共
同
管
理
」
に
は
、
米
国
が
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
解

体
に
応
じ
、
中
国
が
国
連
軍
司
令
部
の
存
続
を
容
認
す
る
前
提
で
、
一
九
七
三
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
二
八
回
国
連
総
会
で
は

朝
鮮
問
題
を
上
程
し
な
い
と
す
る
了
解
も
含
ま
れ
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
会
談
の
翌
月
に
は
、
ホ
ル
ド
リ
ッ
ジ
が

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
解
体
に
つ
い
て
韓
国
側
の
最
終
的
同
意
を
得
る
べ
く
ハ
ビ
ブ
に
打
電
し
て
い
た
（  

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
送
ら
れ
た

報
告
で
も
、
南
北
対
話
が
進
行
し
て
い
る
な
か
で
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
は
「
韓
国
統
一
」
に
は
も
は
や
不
必
要
と
し
て
「
無
期
限
に
休
止

す
る
（adjourn sine die

）
」
こ
と
に
つ
い
て
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
構
成
国
間
で
非
公
式
の
了
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、
中
国
が
国
連
総
会
で

の
朝
鮮
問
題
の
討
議
を
延
期
す
る
こ
と
に
つ
い
て
北
朝
鮮
の
同
意
を
得
る
上
で
も
有
用
で
あ
る
と
建
議
し
て
い
た
（  

）
。
こ
の
時
期
、

省
庁
間
グ
ル
ー
プ
で
も
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
を
「
無
用
の
資
産
（w

asting asset
）
」
と
す
る
一
方
、
国
連
軍
司
令
部
に
つ
い
て
は
「
漸

進
的
修
正
（piecem

eal changes

）
」
が
建
議
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
を
解
体
す
る
選
択
肢
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
二
八
回
国
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連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
上
程
し
な
い
こ
と
で
、
国
連
総
会
で
の
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
の
対
立
は
回
避
さ
れ
、
そ
れ
は
南
北
対
話
を
加

速
さ
せ
る
上
で
も
有
用
と
判
断
さ
れ
て
い
た
（  

）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
を
前
に
、
韓
国
は
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
解
体
に
よ
り
統
一
問
題
で
の
国
連
の
権
能
を
奪
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
統
一
の
実
質
的
問
題
に
つ
い
て
も
韓
国
内
部
か
ら
挑
戦
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
党
新
民
党
は
「
統
一
政
策
」
で
、
「
統
一
に
備
え
て
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
諸
分
野
の
段
階
的
長
期
計
画
を
樹
立
す

る
た
め
の
超
党
的
国
家
統
一
協
議
体
を
民
間
機
構
と
し
て
設
立
」
（  

）
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
四
月
一
〇
日
、
柳
珍

山
党
首
は
全
党
大
会
で
「
南
北
の
対
話
は
国
民
を
観
覧
席
に
座
ら
せ
て
お
い
た
ま
ま
、
行
政
要
式
の
よ
う
な
枠
内
で
の
み
推
進
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
血
脈
か
ら
滲
み
出
る
全
国
民
の
願
望
を
合
理
的
に
反
映
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
北
朝
鮮

の
「
平
和
宣
伝
」
と
「
統
一
問
題
の
政
治
的
使
用
を
止
揚
」
す
る
と
の
条
件
を
加
え
て
い
た
も
の
の
（  

）
、
南
北
調
節
委
員
会
の
構
成

に
つ
い
て
は
各
界
各
層
を
網
羅
す
る
汎
国
民
的
次
元
で
再
び
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
五
月
七
日
、

全
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
当
面
政
策
」
は
、
「
国
の
統
一
問
題
解
決
」
の
た
め
に
南
北
調
節
委
員
会
を
「
各
界
各
層
を
網
羅
し
た

汎
国
民
的
な
協
議
機
構
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
（  

）
。

　

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
金
日
成
は
一
九
七
三
年
四
月
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
歓
迎
宴
で
の
演
説
で
、
「
現
在
の
南
北
調
節
委
員
会
の
事
業

に
北
と
南
の
各
政
党
、
大
衆
団
体
の
代
表
と
各
界
各
層
人
士
を
参
加
さ
せ
て
そ
の
幅
を
広
く
す
る
か
、
あ
る
い
は
南
北
調
節
委
員
会

の
事
業
は
調
節
委
員
会
の
事
業
な
り
に
す
す
め
、
北
と
南
の
各
政
党
、
大
衆
団
体
と
各
界
各
層
人
士
が
参
加
す
る
政
治
協
商
会
議
を

招
集
す
る
こ
と
」
を
提
議
し
た
が
、
前
段
の
「
現
在
の
南
北
調
節
委
員
会
の
事
業
に
北
と
南
の
各
政
党
、
大
衆
団
体
の
代
表
と
各
界

各
層
人
士
を
参
加
さ
せ
て
そ
の
幅
を
広
く
す
る
」
と
は
、
南
北
調
整
委
員
会
と
政
治
協
商
会
議
を
統
合
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
。

新
民
党
が
「
当
面
政
策
」
で
掲
げ
た
「
南
北
調
節
委
員
会
を
各
界
各
層
を
網
羅
し
た
汎
国
民
的
な
協
議
機
構
」
に
転
換
す
る
と
の
主
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張
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
歓
迎
宴
で
の
金
日
成
演
説
に
共
鳴
し
た
に
等
し
か
っ
た
。
北
朝
鮮
が
こ
れ
を
高
く
評
価
し
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
朴
成
哲
は
新
民
党
の
提
案
に
つ
い
て
「
わ
が
民
族
の
挙
族
的
大
団
結
を
通
じ
て
祖
国
の
自
主
的
平
和
統
一
を
一
日
も
早
く
引

き
寄
せ
よ
う
と
す
る
良
い
意
図
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
し
、
「
わ
が
党
の
提
案
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
」

と
評
し
、
そ
れ
が
金
日
成
の
「
北
と
南
の
間
の
対
話
と
協
商
の
幅
広
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
方
案
と
顕
著
な
類
似
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
は
誰
に
も
明
白
」
と
し
て
、
新
民
党
と
の
「
双
務
的
会
談
」
を
も
つ
用
意
が
あ
る
と
ま
で
述
べ
て
い
た
（  

）
。

　

か
く
し
て
、
ソ
ウ
ル
で
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
（
一
九
七
三
年
六
月
一
二
～
一
三
日
）
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ま
ず

指
摘
す
べ
き
は
、
朴
成
哲
は
会
議
に
臨
む
以
前
の
宴
会
で
「
南
北
対
話
の
進
展
を
各
方
面
で
妨
害
」
し
、
「
『
二
つ
の
朝
鮮
』
を
つ
く

ろ
う
と
試
み
る
」
「
外
来
侵
略
勢
力
」
を
批
判
し
な
が
ら
、
韓
国
に
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
発
言
を
控
え
、
「
南
北
間
の
軍
事
的
対

峙
状
態
を
解
消
す
る
こ
と
」
と
政
治
協
商
会
談
の
開
催
を
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（  

）
。
会
議
終
了
後
、
平
壌
で
開
か
れ
た
記
者
会

見
に
よ
れ
ば
、
朴
成
哲
が
会
議
で
挙
げ
た
の
は
、
第
一
に
「
北
と
南
の
間
で
多
方
面
的
な
協
力
と
団
結
を
通
じ
て
、
国
の
平
和
的
統

一
を
促
進
す
る
根
本
的
な
対
策
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は
第
二
回
南
北
調
節
委
員
会
で
も
提
示
さ
れ
た
「
南
北
間
の
緊
張
状
態
を
緩
和
し
、

軍
事
的
対
峙
状
態
を
解
消
す
る
」
た
め
の
「
五
項
目
提
案
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（  

）
。
第
二
回
南
北
調
節
委
員
会
で
提
示
さ
れ
た
の
は
、

「
朴
成
哲
五
項
目
軍
事
提
案
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
述
の
と
お
り
、
そ
の
第
四
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
「
わ
が
国
か
ら
米
軍
を
含
む

一
切
の
外
国
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
」
は
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
公
認
さ
れ
た
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
で

は
、
そ
れ
は
第
二
項
目
に
優
先
順
位
を
上
げ
て
い
た
。
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
以
前
の
五
月
末
ま
で
、
『
労
働
新
聞
』
が
軍
事
問

題
に
つ
い
て
北
朝
鮮
の
立
場
を
正
当
化
す
る
と
き
に
掲
げ
た
の
も
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
で
あ
っ
た
（  

）
。
「
朴
成
哲
五
項
目
軍

事
提
案
」
と
「
金
一
五
項
目
軍
提
案
」
は
と
も
に
、
「
武
力
増
強
と
軍
備
競
争
を
中
止
す
る
こ
と
」
を
筆
頭
に
挙
げ
て
お
り
、
朴
成

哲
が
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
で
南
北
間
の
軍
事
問
題
を
筆
頭
に
挙
げ
た
こ
と
は
当
然
と
は
い
え
、
「
朴
成
哲
五
項
目
軍
事
提
案
」
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の
第
四
項
目
「
わ
が
国
か
ら
米
軍
を
含
む
一
切
の
外
国
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
」
が
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
で
は
第
二
項
目

に
優
先
順
位
を
上
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朴
成
哲
が
会
議
前
後
の
二
回
の
記
者
会
見
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
触
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
特
筆
し
て
よ
い
。
朴
成
哲
が
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
以
前
、
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
が
稼
働
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を

承
知
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
以
降
、
北
朝
鮮
は
も
は
や
韓
国
に
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
の
限
界
を
認
識
し
、
こ
の
議
論

は
対
米
関
係
で
議
論
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。

   

朴
成
哲
が
南
北
間
の
軍
事
問
題
で
強
調
し
た
の
は
、
第
一
回
南
北
調
節
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
「
南
北
調
節
委
員
会
の
構
成
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
合
意
書
」
通
り
、
軍
事
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
五
つ
の
分
科
委
員
会
の
全
て
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、「
金

一
五
項
目
軍
事
提
案
」
が
最
も
高
い
優
先
順
位
を
与
え
た
軍
事
的
措
置
を
軍
事
分
科
委
員
会
で
議
論
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
朴
成
哲

は
「
政
治
・
軍
事
的
な
開
放
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
双
方
の
誤
解
と
不
信
を
解
こ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
統
一
問
題

を
一
日
も
早
く
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
結
局
は
分
裂
を
引
き
延
ば
し
、
二
つ
の
朝
鮮
で
現
状
を
維
持
し
共
存
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
当
初
か
ら
軍
事
分
科
委
員
会
の
開
設
に
否
定
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
韓
国
を
批
判
し
た
。

　

北
朝
鮮
が
こ
こ
で
在
韓
米
軍
撤
退
の
議
論
を
避
け
、
南
北
間
の
軍
事
問
題
を
優
先
的
に
議
論
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
南
北
平
和

協
定
に
も
作
用
し
て
い
た
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
金
日
成
は
一
時
期
、
「
何
よ
り
も
朝
鮮
停
戦
協
定
を
南
北
間
の
平
和
協
定
に

換
え
る
こ
と
」
を
提
起
し
て
い
た
が
、
「
朴
成
哲
五
項
目
軍
事
提
案
」
と
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
は
と
も
に
、
そ
れ
を
五
項
目

中
の
第
五
項
目
に
優
先
優
位
を
下
げ
て
い
た
。
北
朝
鮮
が
南
北
平
和
協
定
の
締
結
を
在
韓
米
軍
撤
退
の
契
機
と
し
て
提
案
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
き
、
朴
成
哲
が
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
で
在
韓
米
軍
撤
退
の
議
論
を
避
け
た
こ
と
は
、
在
韓
米
軍
撤
退
と
の
関

連
で
南
北
平
和
協
定
の
効
用
を
も
は
や
認
め
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
朴
成
哲
は
平
壌
で
の
記
者
会
見
で
、
「
何
よ
り
も
南
北

間
に
軍
事
的
対
峙
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
平
和
協
定
を
締
結
し
、
軍
事
的
開
放
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た
が
、

三
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朴
成
哲
が
開
設
を
求
め
た
南
北
軍
事
分
科
委
員
会
で
討
議
す
べ
き
南
北
間
の
軍
事
問
題
の
解
決
に
、
南
北
平
和
協
定
は
そ
の
前
提
と

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
が
在
韓
米
軍
撤
退
を
対
米
関
係
で
議
論
し
、
韓
国
が
軍
事
分
科
委
員
会
の
開
設
を
拒
ん
で
、
南
北
間

の
軍
事
問
題
の
議
論
を
回
避
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
南
北
平
和
協
定
の
効
用
は
な
く
な
る
に
等
し
か
っ
た
。

　

実
際
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
で
、
李
厚
洛
は
「
軍
縮
を
含
む
平
和
協
定
の
締
結
を
論
議
す
る
の
は
時
期
尚
早
」
（  

）
と
述
べ
、

経
済
分
科
委
員
会
と
社
会
・
文
化
分
科
委
員
会
の
み
を
開
設
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
経
済
分
科
委
員
会
で
は
「
経
済
人
交
流
」
、
「
物

資
交
流
」
、
「
科
学
技
術
交
流
」
な
ど
「
経
済
的
に
共
同
利
益
を
追
求
す
る
措
置
を
実
践
に
移
」
し
、
社
会
・
文
化
分
科
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
「
学
術
・
文
化
分
野
の
交
流
」
、
「
記
者
の
交
流
と
常
駐
」
、
「
書
信
・
電
話
・
電
報
等
通
信
の
交
流
」
を
行
う
こ
と
を
主
張

し
た
（  

）
。
ま
た
、
軍
事
分
科
委
員
会
が
開
設
さ
れ
、
南
北
間
の
軍
縮
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
朝
鮮
人
民
軍
の
縮
小
幅
が
韓
国
軍
の

そ
れ
よ
り
も
大
き
く
な
ら
な
い
限
り
、
朝
鮮
人
民
軍
の
優
位
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
軍
事
分
科
委
員
会
の
開
設
に

慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
た
李
厚
洛
に
対
し
て
、
朴
成
哲
が
口
で
は
『
完
全
な
開
放
』
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
実
際
は
経
済
、
文
化
分
野

に
制
限
し
た
措
置
の
み
提
起
す
る
だ
け
で
、
軍
事
的
対
峙
状
態
を
解
消
し
よ
う
と
し
」
た
と
批
判
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
い
う
「
開
放
」
は
、
統
一
の
実
質
的
問
題
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
朴
成
哲
が
挙
げ
た
「
北
と
南
の
間
で
多
方
面
的
な
協
力

と
団
結
を
通
じ
て
、
国
の
平
和
的
統
一
を
促
進
す
る
根
本
的
な
対
策
」
と
し
て
第
二
に
挙
げ
た
の
は
、
「
南
北
の
対
話
と
協
商
を
よ

り
幅
広
く
推
進
す
る
た
め
、
現
在
進
行
し
て
い
る
南
北
調
節
委
員
会
の
事
業
は
そ
の
ま
ま
引
き
続
き
推
進
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別

に
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
北
と
南
の
各
政
党
、
社
会
団
体
と
各
界
人
士
の
政
治
協
商
会
議
を
招
集
し
、
北
と
南
の
間
の
多
方
面
的

な
人
的
交
流
を
実
現
す
る
た
め
の
対
策
」
で
あ
っ
た
。
四
月
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
訪
朝
の
際
の
歓
迎
宴
で
金
日
成
は
、
「
現
在
の
南
北
調

節
委
員
会
の
事
業
に
北
と
南
の
各
政
党
、
大
衆
団
体
の
代
表
と
各
界
各
層
人
士
を
参
加
さ
せ
て
そ
の
幅
を
広
く
す
る
か
、
あ
る
い
は

南
北
調
節
委
員
会
の
事
業
は
調
節
委
員
会
の
事
業
な
り
に
す
す
め
、
北
と
南
の
各
政
党
、
大
衆
団
体
と
各
界
各
層
人
士
が
参
加
す
る
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政
治
協
商
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
」
を
提
案
し
て
い
た
が
、
朴
成
哲
は
そ
の
後
者
の
形
式
を
主
張
し
た
こ
と
に
な
る
。
朴
成
哲
は
「
祖

国
を
統
一
す
る
の
は
何
人
か
の
特
定
の
者
た
ち
の
事
業
で
は
な
く
、
各
界
各
層
の
あ
ら
ゆ
る
愛
国
力
量
が
皆
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
挙
族
的
事
業
と
し
て
、
南
北
全
体
人
民
の
接
触
的
な
参
加
の
下
で
の
み
成
功
裏
に
実
現
す
る
」
と
し
て
、
「
南
朝
鮮
の
一
部
政

党
（
複
数
）
と
経
済
人
（
複
数
）
も
今
日
進
行
中
の
北
と
南
の
間
の
対
話
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
」
（  

）
と
指
摘
し
た

が
、
朴
成
哲
が
「
南
朝
鮮
の
一
部
政
党
」
で
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
が
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
以
前
、
「
南
北
調
節
委
員
会
の

構
成
に
つ
い
て
は
各
界
各
層
を
網
羅
す
る
汎
国
民
的
次
元
で
再
び
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
事
実
上
北
朝
鮮
の
政

治
協
商
会
議
に
同
調
し
た
柳
珍
山
を
党
首
に
戴
く
新
民
党
で
あ
っ
た
。
柳
珍
山
の
発
言
は
、
む
し
ろ
金
日
成
が
提
示
し
た
政
治
協
商

会
議
の
う
ち
前
者
に
近
い
が
、
韓
国
政
府
が
南
北
調
節
委
員
会
と
政
治
協
商
会
議
を
統
合
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
は
考
え
に
く

く
、
朴
成
哲
は
柳
珍
山
の
発
言
を
評
し
た
よ
う
に
、
新
民
党
と
の
「
双
務
的
会
談
」
か
ら
や
が
て
、
そ
れ
に
同
調
す
る
政
治
協
商
会

議
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

柳
珍
山
の
発
言
が
北
朝
鮮
を
し
て
政
治
協
商
会
議
を
南
北
調
節
委
員
会
と
い
う
当
局
者
対
話
で
提
案
さ
せ
た
形
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
を
李
厚
洛
が
批
判
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
李
厚
洛
は
「
完
全
に
社
会
を
開
放
し
、
経
済
分
科
委
員
会
と
社
会
・
文
化

分
科
委
員
会
を
構
成
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
解
決
す
る
問
題
で
あ
り
、
「
将
来
政
治
分
科
委
員
会
を
設
置
す
れ
ば
自
動
的
に
解
決
す
る
問
題
」

と
し
、
政
治
協
商
会
議
は
「
一
つ
の
政
治
的
『
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
」
で
あ
り
、
「
大
多
数
の
人
士
を
無
責
任
に
集
め
」
る
こ
と
は
「
大
変

危
険
な
こ
と
」
と
述
べ
、
柳
珍
山
に
も
批
判
を
向
け
た
。
李
厚
洛
に
よ
れ
ば
、
将
来
も
た
れ
る
と
さ
れ
る
政
治
分
科
委
員
会
は
「
三
〇

か
ら
五
〇
名
」
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
「
相
互
合
意
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（  

）
。
李
厚

洛
が
構
想
す
る
政
治
分
科
委
員
会
と
は
、
南
北
当
局
者
対
話
の
枠
内
で
も
た
れ
る
も
の
で
、
そ
の
構
成
員
に
南
北
当
局
者
以
外
が
含

ま
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
当
局
者
間
の
「
相
互
合
意
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
李
厚
洛
が
い
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う
「
社
会
の
全
面
的
開
放
」
と
は
社
会
・
文
化
分
科
委
員
会
を
通
じ
た
「
開
放
」
で
あ
り
、
当
局
者
対
話
を
離
れ
た
「
社
会
の
全
面

的
開
放
」
は
政
治
協
商
会
議
に
道
を
開
き
、
当
局
者
対
話
を
相
対
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
李
厚
洛
が
危
惧
し
て
い
た
の
は
、

政
治
協
商
会
議
に
よ
り
南
北
調
節
委
員
会
に
お
い
て
当
局
者
の
位
相
が
低
下
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

 

結
語
―
―
パ
リ
和
平
協
定
の
規
範
性
と
朝
鮮
半
島

結
語
―
―
パ
リ
和
平
協
定
の
規
範
性
と
朝
鮮
半
島

　

か
つ
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
著
書
『
回
復
さ
れ
た
世
界
平
和
』
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
を
「
一
般
に
承
認
さ

れ
た
正
統
性
」
―
―
「
実
行
可
能
な
、
国
際
的
取
り
決
め
の
性
格
、
外
交
政
策
の
許
容
さ
れ
る
目
的
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
国
際
的

な
合
意
」
が
あ
る
秩
序
―
―
で
説
明
し
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
君
主
制
に
よ
る
利
害
調
整
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
る
「
安
定
体
系
」
（
正
統
秩
序
）
と
は
、
そ
れ
を
抑
圧
的
と
み
な
す
大
国
―
―
フ
ラ
ン
ス
―
―
に
よ
る
「
革
命
体
系
」
の
挑

戦
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
は
、
戦
勝
四
大
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
英
国
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ロ
シ
ア
）
の
「
安
定

体
系
」
が
「
革
命
体
系
」
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
を
扶
植
す
る
こ
と
で
「
革
命
体
系
」
を
包
摂

し
て
五
大
国
で
運
営
さ
れ
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
欧
州
で
勃
興
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
抑
制
す
る
国
際
秩
序
に
転
化
し
て
い
っ

た
（  

）
。
ウ
ィ
ー
ン
体
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
「
回
復
さ
れ
た
」
国
際
秩
序
で
あ
り
、
五
大
国
が
相
反
し
か
ね
な
い
小
国
の
独

立
問
題
を
含
め
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
が
独
立
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
が
独
立

し
よ
う
と
し
た
と
き
、
五
大
国
は
一
八
三
〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ギ
リ
シ
ャ
を
中
立
化
す
る
こ
と
で
大
国
の
介
入

を
遮
断
し
大
国
間
戦
争
を
回
避
し
た
。
そ
の
限
り
で
、「
大
国
間
の
協
調
」
と
は
小
国
を
め
ぐ
る
「
大
国
間
の
協
調
」
で
あ
っ
た
。
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
が
一
九
六
九
年
一
月
、
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
秩
序
を
展
望
し
た
と
き
そ
の

念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
戦
闘
当
事
者
に
「
局
地
化
」
す
る
な
か
、
米
軍
が
撤
退
す
る
一
方
で
、

294
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中
国
と
ソ
連
も
関
与
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
紛
争
「
局
地
化
」
を
脅
か
す
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
民
族
解
放
闘
争
を

抑
制
し
、
そ
れ
を
大
国
が
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
リ
和
平
協
定
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
紛
争
「
局
地
化
」
の
た
め
の
取

り
決
め
で
あ
り
、
そ
の
後
も
た
れ
た
パ
リ
国
際
会
議
は
、
紛
争
「
局
地
化
」
を
保
証
す
る
「
大
国
間
の
協
調
」
に
な
る
と
考
え
ら
れ

た
。

　

し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
が
小
国
の
発
言
力
を
認
め
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
あ

る
べ
き
「
大
国
間
の
協
調
」
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
戦
闘
当
事
者
が
大
き
な
発
言
力
を
も
ち
、「
大
国
間
の
協
調
」
の
帰
趨
を
決
し
た
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
後
の
「
大
国
間
の
協
調
」
が
依
拠
す
る
「
公
認
さ
れ
一
般
に
承
認
さ
れ
た
正
統
性
」
の
所

在
で
あ
ろ
う
。
パ
リ
和
平
協
定
が
そ
の
第
一
条
で
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
に
触
れ
た
上
で
、「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
独
立
、
主
権
、

統
一
、
領
土
保
全
を
尊
重
す
る
」
と
謳
っ
た
意
義
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
と
も
に
、
そ
の
最

終
宣
言
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
米
国
が
介
入
す
る
こ
と
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
は
破
ら
れ
、
や
が
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
へ
と
戦
局

は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
少
な
く
と
も
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
に
よ
っ
て
「
尊
重
」
さ
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
「
独
立
、

主
権
、
統
一
、
領
土
保
全
」
は
、
米
国
の
介
入
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
た
。
パ
リ
和
平
協
定
で
は
一
三
者
に
よ
る
国

際
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
へ
の
合
意
が
明
記
さ
れ
、
予
定
通
り
に
パ
リ
国
際
会
議
も
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
臨

時
革
命
政
府
は
「
大
国
間
の
協
調
」
に
よ
っ
て
革
命
路
線
が
拘
束
を
受
け
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
に
お
い
て

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
を
範
と
す
る
国
際
会
議
が
「
公
認
さ
れ
一
般
化
さ
れ
た
秩
序
」
た
り
え
た
と
は
言
い
難
い
。

　

し
か
も
、
パ
リ
和
平
協
定
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
を
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
駐
留
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
和
平
と
分
離
し
て

署
名
さ
れ
た
―
―
「
縮
小
さ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
平
和
会
議
」
―
―
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
の
駐
留
を
許
し
た
ま
ま
署
名
さ
れ
て
い
た
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
を
消
耗
さ
せ
撤
退
に
導
く
に
は
、
カ
ン
ボ
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ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
の
和
平
に
よ
り
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
を
撤
退
さ
せ
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
と
「
ラ
オ
ス
化
」
を
通
じ
て
、
「
ホ
ー
チ

ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
を
通
じ
た
支
援
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
の
帰
趨
を
決
し
た
の
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

和
平
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
で
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
も
と
よ
り
、
こ
の
問
題
は

パ
リ
和
平
協
定
第
二
〇
条
に
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
パ
リ
国
際
会
議
で
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
の
和
平
を
扱

う
こ
と
を
拒
絶
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
軍
隊
駐
留
を
既
成
事
実
化
し
、「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
も
途
絶
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
米
国
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
パ
リ
和
平
協
定
の
遵
守
と
と
も
に
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
は
も
と
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
か

ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
撤
退
を
求
め
、
爆
撃
を
加
え
た
が
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
米
国
に
パ
リ
和
平
協
定
の
「
遵
守
」
を
求
め
、
そ
の

爆
撃
の
停
止
を
迫
っ
た
。
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
い
う
パ
リ
和
平
協
定
の
「
遵
守
」
と
は
、
米
軍
の
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
爆
撃
停

止
で
あ
り
、
パ
リ
和
平
協
定
の
「
遵
守
」
を
主
張
し
な
が
ら
パ
リ
平
和
協
定
後
も
民
族
解
放
闘
争
を
展
開
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
な
か
っ

た
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
が
破
ら
れ
る
こ
と
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
は
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
会
議
と
は
、
朝
鮮
戦
争
軍
事
停
戦
協
定
第
四
条
第
六
〇
項
―
―
「
朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解
決
を
確
保
す
る
」
た
め
、
軍
事
停
戦
協

定
に
署
名
し
た
軍
司
令
部
が
関
係
国
政
府
に
対
し
て
「
よ
り
一
層
高
級
な
政
治
会
議
を
開
催
し
て
す
べ
て
の
外
国
軍
隊
の
朝
鮮
か
ら

の
撤
退
、
朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解
決
そ
の
他
の
問
題
を
交
渉
に
よ
る
解
決
す
る
よ
う
勧
告
す
る
」
―
―
に
よ
っ
て
も
た
れ
た
。
そ
こ

に
韓
国
か
ら
卞
榮
泰
外
務
部
長
官
と
北
朝
鮮
か
ら
南
日
外
相
が
出
席
し
た
よ
う
に
、
軍
事
停
戦
協
定
が
平
和
協
定
に
転
換
さ
れ
る
に

せ
よ
、
そ
こ
で
は
発
言
力
を
も
つ
の
は
南
北
朝
鮮
で
あ
り
、
ま
さ
に
韓
国
が
米
軍
を
含
む
外
国
軍
撤
退
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧

し
た
が
ゆ
え
に
決
裂
し
た
。
し
か
し
、
米
中
接
近
後
、
韓
国
と
北
朝
鮮
が
南
北
対
話
に
着
手
し
、
軍
事
停
戦
協
定
の
維
持
、
平
和
協

定
へ
の
転
換
が
議
論
さ
れ
た
と
き
、
米
国
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
に
も
そ
れ
が
南
北
平
和
協
定
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。
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金
日
成
も
こ
の
時
期
、
あ
る
べ
き
平
和
協
定
が
南
北
平
和
協
定
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
た
。
南
北
平
和
協
定
が
締
結
さ
れ
た
な
ら
、

北
朝
鮮
が
鼓
吹
し
て
い
た
「
南
朝
鮮
革
命
」
を
抑
制
し
つ
つ
、
そ
れ
を
軍
事
停
戦
協
定
の
署
名
し
た
国
連
軍
司
令
官
と
中
国
人
民
志

願
軍
司
令
の
「
関
連
国
」
と
し
て
、
米
国
と
中
国
が
「
大
国
間
の
協
調
」
を
形
成
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
は
「
ポ
ー
ロ
Ⅰ
」
の
際
、
周
恩
来
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
触
れ
て
「
私
の
要
求
し
た
こ
と
は
、
た
だ
会
議
を
続
け
る
こ

と
で
し
た
」
と
述
べ
、
「
ポ
ー
ロ
Ⅱ
」
の
際
も
「
朝
鮮
半
島
に
よ
り
永
続
的
な
法
的
地
位
を
築
く
こ
と
で
は
中
国
と
協
力
す
る
こ
と

に
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
軍
事
停
戦
協
定
に
代
替
す
る
平
和
協
定
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
時
期
、
軍

事
停
戦
委
員
会
に
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
を
復
帰
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
で
軍
事
停
戦
協
定
に

署
名
し
て
い
な
い
ソ
連
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
は
異
な
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
は
あ
る
べ
き

「
大
国
間
の
協
調
」
が
依
拠
す
る
「
公
認
さ
れ
一
般
化
さ
れ
た
秩
序
」
に
な
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
「
大
国
間
の
協
調
」
が
形
成
さ
れ
る
基
盤
を
崩
し
た
の
は
、
と
も
に
紛
争
当
事

者
で
あ
っ
た
。
パ
リ
和
平
協
定
は
戦
闘
四
当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・

ト
と
の
秘
密
協
議
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
を
通
じ
て
軍
事
停
戦
違
反
を
続
け
る
と
と

も
に
、
米
軍
を
完
全
撤
退
さ
せ
た
上
で
、
戦
争
中
に
米
軍
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
「
平
定
作
戦
」
で
拡
大
し
た
支
配
地
域
の
挽
回
を

試
み
る
一
方
、
米
国
と
の
直
接
協
議
を
求
め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
領
内
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
駐
留
と
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー

ト
」
維
持
を
既
成
事
実
化
し
よ
う
と
し
た
。
パ
リ
国
際
会
議
で
も
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
、
自
ら
の
軍
事
攻
勢
が
「
大
国
間
の
協
調
」
に

よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
し
、
再
招
集
さ
れ
て
も
あ
え
て
議
決
が
困
難
な
状
況
を
つ
く
り
だ
し
、
戦
後
復
興
支
援
ま
で
も
米

国
に
求
め
た
。
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
機
能
不
全
に
陥
り
、
後
に
パ
リ
国
際
会
議
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と

国
際
会
議
が
有
機
的
な
関
連
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
カ
ナ
ダ
は
一
九
七
三
年
五
月
末
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
か
ら
脱
退
し
、
イ
ラ
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ン
に
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
（  

）
。
米
国
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
を
パ
リ
国
際
会
議
参
加
者
に
軍
事
停

戦
違
反
を
訴
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
応
じ
る
こ
と
は
な
く
、
パ
リ
国
際
会
議
が
再
招
集
さ
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　

朝
鮮
半
島
で
も
、
一
九
七
三
年
二
月
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
在
韓
米
軍
が
当
面
駐
留
す
る
こ
と
を
前
提
に
南
北
双
方

に
南
北
対
話
を
慫
慂
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
韓
国
に
お
け
る
国
連
の
権
能
に
つ
い
て
は
、
第
二
八
回
国
連
総
会
で
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ

を
解
体
さ
せ
る
一
方
、
国
連
軍
司
令
部
は
解
体
し
な
い
こ
と
に
も
合
意
を
み
て
い
た
。
こ
れ
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
軍
事
停
戦
協
定

と
そ
れ
に
代
替
す
る
平
和
協
定
に
関
し
て
中
国
も
協
力
し
う
る
と
し
た
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
永
続
的
な
法
的
地
位
」
を
指
す
も
の

で
は
な
い
が
、
朝
鮮
問
題
を
米
中
両
国
が
「
共
同
管
理
」
す
る
こ
と
に
等
し
か
っ
た
。
「
韓
国
統
一
」
に
あ
た
っ
て
国
連
を
代
表
し
、

朝
鮮
戦
争
後
の
戦
後
復
興
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｋ
が
解
体
す
る
こ
と
で
、
統
一
問
題
の
実
質
に
つ
い
て
は
南
北
対
話

に
比
重
が
移
っ
た
に
せ
よ
、
在
韓
米
軍
が
当
面
撤
退
を
免
れ
た
上
、
国
連
軍
司
令
部
も
解
体
さ
れ
な
い
こ
と
を
外
国
軍
の
撤
退
を
平

和
統
一
の
前
提
を
掲
げ
て
い
た
北
朝
鮮
は
既
成
事
実
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
北
朝
鮮
は
、
パ
リ
和
平
協
定
後
も
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
対
米
協
議
を
経
て
米
軍
を
撤
退
さ
せ
、
チ
ュ
ー
政
権
が
米
国
の
支
持

を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
み
て
、
在
韓
米
軍
の
撤
退
を
米
国
に
直
接
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
会
談
の

間
隙
を
縫
う
形
で
訪
中
し
た
許
錟
が
周
恩
来
に
仲
介
を
依
頼
し
た
米
朝
直
接
接
触
は
、
在
韓
米
軍
が
当
面
駐
留
し
、
国
連
軍
司
令
部

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
南
北
対
話
を
慫
慂
す
る
米
中
「
共
同
管
理
」
に
対
す
る
抵
抗
で
も
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
は
そ
の
後
、
中

国
が
米
朝
直
接
接
触
の
仲
介
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
公
然
と
対
米
接
触
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二

次
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
は
そ
の
端
的
な
一
例
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
を
通
じ

て
直
接
、
米
議
会
だ
け
で
は
な
く
米
国
務
省
に
も
伝
達
さ
れ
た
。
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振
り
返
っ
て
み
て
、
一
九
七
一
年
七
月
一
四
日
の
「
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
」
の
直
前
、
周
恩
来
は
平
壌
を
訪
問
し
、
ニ
ク
ソ
ン
訪

中
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
通
告
し
た
と
き
、
金
日
成
は
三
週
間
の
沈
黙
の
後
、
八
月
六
日
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
歓
迎
の
演
説
で
、
「
ニ
ク

ソ
ン
は
（
中
略
）
白
旗
を
掲
げ
て
北
京
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
す
る
言
辞
を
用
い
て
米
中
接
近
を
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
「
南
朝
鮮
の
民
主
共
和
党
を
含
む
全
て
の
政
党
、
大
衆
団
体
、
個
人
的
人
士
と
い
つ
で
も
接
触
す
る
用
意
」
を
示
し
た
（  

）
。
さ

ら
に
北
朝
鮮
は
、
韓
国
が
提
起
し
た
南
北
赤
十
字
会
談
予
備
会
談
に
応
じ
、
や
が
て
南
北
間
の
秘
密
接
触
を
経
て
、
「
七
・
四
南
北
共

同
声
明
」
を
発
表
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
北
朝
鮮
を
南
北
対
話
に
導
い
た
米
中
「
共
同
の
影
響
力
」
を
行
使
す
る

こ
と
が
、
北
朝
鮮
を
在
韓
米
軍
の
当
面
の
駐
留
を
前
提
し
て
南
北
対
話
に
従
事
さ
せ
る
上
で
も
有
効
と
考
え
て
い
た
が
、
北
朝
鮮
は

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
抵
抗
を
示
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
北
朝
鮮
に
在
韓
米
軍
の
当
面
の
駐

留
を
前
提
と
し
て
南
北
対
話
を
継
続
さ
せ
る
米
中
「
共
同
の
影
響
力
」
を
過
大
に
評
価
し
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

か
く
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
半
島
の
双
方
で
当
初
の
紛
争
「
局
地
化
」
と
そ
れ
を
保
障
す
る
「
大
国
間
の
協
調
」
が
崩
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
和
平
交
渉
の
段
階
で
、
ド
ブ
ル
イ
ニ
ン
（Anatoly F. D

obrynin

）
駐
米
ソ
連
大
使
に
対
し
て
、

米
軍
撤
退
後
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
直
ち
に
崩
壊
す
る
こ
と
が
な
い
の
な
ら
、
米
軍
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
再
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
と

し
て
、
ソ
連
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
支
援
を
控
え
る
よ
う
に
提
議
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
適
切
な
猶
予
期
間
に
よ
る
解
決
（decent 

interval solution

）
」
と
呼
ば
れ
た
（  

）
。
パ
リ
和
平
協
定
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
で
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
駐
留
が
既
成
事

実
化
さ
れ
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
も
維
持
さ
れ
る
な
か
、
パ
リ
国
際
会
議
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
の
有
機
的
な
関
係
を
設
け
ら
れ
な
い

ま
ま
閉
幕
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
存
続
に
悲
観
的
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
「
適
切
な
猶
予
期
間
に
よ
る
解
決
」
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
の
構
想
で
は
な
く
、
周
恩
来
も
別
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の
「
適
切
な
猶
予
期
間
よ
る
解
決
」
を
試
み
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
七
三
年
二
月
の
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
と
の
会
談
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
周
恩
来
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
覇
権
を
唱
え
る
こ
と
を
危
惧
し
、
パ
リ

和
平
協
定
が
成
立
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
加
え
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
連
合
政
府
の
構
成
を
望
み
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
求
め

る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
に
同
調
し
て
い
た
。
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
も
ま
た
、
パ
リ
和
平
協
定
以
前
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
打
倒
を
一
時
的

に
せ
よ
取
り
下
げ
る
決
定
を
し
て
お
り
、
七
三
年
上
半
期
の
時
点
で
そ
の
決
定
が
覆
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
同
年
六
月
初
頭
、

訪
中
し
た
レ
・
ズ
ア
ン
は
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
政
府
は
民
主
的
で
民
族
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
一
方
で
、
「
そ
の
政

府
は
一
〇
年
か
ら
一
五
年
存
続
し
う
る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
上
で
、
「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
社
会
主
義
的
実
体
（socialist entity

）

に
転
換
す
る
こ
と
を
急
い
で
は
い
な
い
」
と
し
、
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
も
「
祖
国
統
一
の
目
標
を
急
い
で
は
い
な
い
」
（  

）
と
述

べ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
周
恩
来
は
「
今
後
五
年
か
ら
一
〇
年
間
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
平
和
、
独
立
、

中
立
を
達
成
す
べ
き
」
と
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
時
間
稼
ぎ
を
し
て
長
期
化
し
た
闘
争
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
が
、

「
長
期
化
し
た
闘
争
」
が
政
治
闘
争
を
指
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
周
恩
来
は
こ
こ
で
「
今
後
五
年
か
ら
一
〇
年
間
」
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
に
軍
事
攻
勢
の
自
制
を
促
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
和
平
協
議
の
過
程
で
ド
ブ
ル
イ
ニ
ン
に
「
適
切
な
猶
予

期
間
」
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
、
周
恩
来
は
パ
リ
和
平
協
定
後
、
レ
・
ズ
ア
ン
ら
に
「
今
後
五
年
か
ら
一
〇
年
間
」
の
「
適
切
な
猶

予
期
間
」
を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
が
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
化
」
、
「
ラ
オ
ス
化
」
で

共
鳴
し
合
っ
た
の
は
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
よ
る
民
族
解
放
闘
争
が
高
潮
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
「
適
切
な
猶
予
期
間
」
を
設
定
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
時
期
を
決
定
し
た
の
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
パ
リ
和
平
協
定
の
国
際

保
障
を
形
骸
化
し
、
民
族
解
放
闘
争
を
高
潮
さ
せ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
後
に
、
「
適
切
な
猶
予
期
間
」

で
い
う
「
適
切
な
」
と
は
、
朝
鮮
戦
争
後
の
韓
国
の
よ
う
に
米
国
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
力
を
支
え
、
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
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で
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
に
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
が
（  

）
、
韓
国
は
朝
鮮
戦
争
後
も
在
韓
米
軍
が

駐
留
し
て
い
た
の
に
対
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
米
軍
の
駐
留
な
く
軍
事
力
を
増
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は

―
―
韓
国
と
は
異
な
り
―
―
そ
の
軍
事
力
の
増
強
を
米
国
か
ら
の
支
援
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
「
幸
運
な
ら
ば
一
年
半
耐
え
ら
れ
る
（can hold out

）
」
（  

）
と
述
べ
た
の
は
、
パ
リ
和
平
協
定
後
の
南
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
支
援
に
対
す
る
米
議
会
の
消
極
性
を
予
期
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
事
援
助
司
令
部
が
解
体
さ
れ
た
後
、

米
軍
が
撤
退
し
た
後
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
を
米
議
会
が
軍
事
的
、
経
済
的
に
支
援
す
る
か
否
か
が
「
適
切
な
猶
予
期
間
」
を
可
能

な
限
り
長
く
設
定
す
る
上
で
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
と
っ
て
パ
リ
和
平
協
定
後
、
米
議
会
で
成
立
し
た
法
案
は
そ

の
前
提
を
崩
し
て
い
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
レ
・
ド
ク
・
ト
と
協
議
中
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
経
済
的
な
支
援
を
禁
じ
た
「
バ
ー

ド
修
正
案
」
が
成
立
し
た
の
を
は
じ
め
、
パ
リ
で
の
四
者
共
同
声
明
後
に
は
、
空
中
で
の
偵
察
活
動
を
含
む
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
直
接
ま
た
は
間
接
的
な
戦
闘
を
米
国
が
支
援
す
る
」
た
め
の
追
加
資
金
を

一
九
七
三
年
八
月
一
五
日
以
降
停
止
す
る
こ
と
盛
り
込
ん
だ
「
ケ
ー
ス
・
チ
ャ
ー
チ
修
正
案
（Case-Church Am

endm
ent

）
」

が
成
立
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
パ
リ
和
平
協
定
成
立
の
直
前
、
ニ
ク
ソ
ン
は
チ
ュ
ー
に
和
平
協
定
案
へ
の
合
意
を
促
す
と
き
、

合
意
し
な
け
れ
ば
経
済
・
軍
事
支
援
を
取
り
消
す
用
意
を
示
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
後
日
チ
ュ
ー
が
和
平
協
定
に
同
意
し
て
も
、
米

議
会
の
支
援
が
継
続
す
る
可
能
性
は
著
し
く
低
下
す
る
と
威
迫
し
て
い
た
。
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
存
続
は
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」
の

要
件
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
米
議
会
の
支
援
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
提
は
七
三
年
上
半
期
に
は
崩
れ
つ
つ
あ
っ

た
。

　

そ
の
一
方
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
が
繰
り
返
さ
れ
、
戦
争
中
に
米
軍
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
「
平
定
作
戦
」
で
拡
大

し
た
支
配
地
域
が
切
り
崩
さ
れ
て
い
け
ば
、
パ
リ
和
平
協
定
に
明
記
さ
れ
た
「
民
主
的
な
総
選
挙
」
を
通
じ
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
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が
考
え
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
「
完
全
支
配
」
は
も
と
よ
り
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
そ
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ク

ソ
ン
は
一
九
七
三
年
六
月
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
・
ド
ク
・
ト
と
協
議
の
最
終
段
階
で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
軍
事
停
戦
違
反
を
既

成
事
実
化
す
る
懸
念
か
ら
四
者
共
同
声
明
へ
の
署
名
に
抵
抗
し
た
チ
ュ
ー
に
対
し
て
、
首
脳
会
談
で
約
束
さ
れ
た
経
済
支
援
を
中
止

す
る
と
の
恫
喝
に
近
い
圧
力
で
署
名
を
迫
っ
た
。
し
か
し
、
四
者
共
同
声
明
は
チ
ュ
ー
が
懸
念
し
た
多
く
の
項
目
は
修
正
さ
れ
な
か
っ

た
上
、
米
議
会
は
上
述
の
法
案
を
成
立
さ
せ
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
へ
の
軍
事
支
援
と
経
済
支
援
を
大
幅
に
減
ら
し
て
い
っ
た
。
後

に
ニ
ク
ソ
ン
は
、
パ
リ
和
平
協
定
と
い
う
「
二
〇
年
に
わ
た
る
戦
闘
で
わ
れ
わ
れ
が
成
し
遂
げ
た
も
の
」
は
、
米
議
会
の
「
発
作
的

な
無
責
任
さ
の
も
と
で
無
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
」
（  

）
と
し
て
、
米
議
会
の
責
任
を
指
摘
し
た
の
は
こ
れ
を
指
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
に
つ
い
て
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
に
慎
重
な
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン

政
権
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
に
従
い
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
退
を
強
行
し
た
が
、
そ
の
後
五
年
間
に
及
ぶ
「
韓
国
軍
の
兵
力
構
成
に
関
す
る

財
源
確
保
」
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、
残
存
す
る
第
二
歩
兵
師
団
の
追
加
削
減
に
つ
い
て
は
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
韓
国
軍
の
実
質

的
撤
退
、
あ
る
い
は
韓
国
軍
の
改
善
と
相
殺
で
き
る
と
き
に
考
慮
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ

Ｍ-

48
は
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
韓
国
軍
現
代
化
計
画
の
進
捗
と
合
せ
て
考
慮
す
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
パ
リ
和
平
協
定
と
と
も
に
駐
越
韓
国
軍
が
撤
退
し
て
以
来
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ-

48
に
署
名
し
た
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
第
二
歩
兵
師
団
の
追
加
削
減
を
当
面
凍
結
し
、
米
議
会
も
そ
れ
に
反
対
せ
ず
、
韓
国
軍

現
代
化
計
画
に
も
減
額
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
計
画
そ
の
も
の
は
頓
挫
さ
せ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
北
朝
鮮
が
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
民
族
解
放
闘
争
を
み
て
、
か
つ
て
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
解
放
民
族
戦
線
、
臨
時
革
命
政

府
と
共
有
し
た
「
革
命
論
」
に
喚
起
さ
れ
て
い
た
。
北
朝
鮮
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
に
つ
い
て
も

米
国
へ
の
徹
底
抗
戦
を
望
み
、
米
軍
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
に
爆
撃
を
行
っ
た
と
き
も
民
族
解
放
闘
争
を
鼓
舞
し
て
い
た
。
北
朝
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鮮
は
―
―
中
国
と
は
異
な
り
―
―
イ
ン
ド
シ
ナ
の
民
族
解
放
闘
争
に
「
適
切
な
猶
予
期
間
」
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
韓
国
が

―
―
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
は
対
照
的
に
―
―
在
韓
米
軍
の
水
準
維
持
に
つ
い
て
ニ
ク
ソ
ン
政
権
と
米
議
会
か
ら
概
ね
好
意
的
な
対
応
を

得
た
こ
と
で
、
北
朝
鮮
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
で
の
民
族
解
放
闘
争
を
鼓
舞
し
な
が
ら
も
、
「
南
朝
鮮
革
命
論
」

に
傾
斜
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

　

北
朝
鮮
が
紛
争
「
局
地
化
」
の
構
図
を
崩
す
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
事
実
上
米
国
と
の
二
国
間
協
議
で
パ
リ
和
平
協
定
を
交
わ
し
、

そ
の
後
も
パ
リ
国
際
会
議
を
形
骸
化
し
た
上
で
パ
リ
和
平
協
定
の
「
遵
守
」
を
米
国
に
求
め
た
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
対
米
外
交
で
あ
っ

た
。
許
錟
が
訪
中
時
に
周
恩
来
に
仲
介
を
依
頼
し
た
米
朝
直
接
接
触
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
米
国

議
会
に
送
る
書
簡
」
は
そ
の
端
緒
で
あ
っ
た
が
、
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
を
機
に
設
置
さ
れ
た
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」

が
稼
働
し
始
め
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
韓
国
に
求
め
て
い
た
在
韓
米
軍
撤
退
を
対
米
関
係
に
求
め
る
上
で
北
朝
鮮
を
鼓
舞
し
た
。
北

朝
鮮
が
在
韓
米
軍
撤
退
を
目
的
と
し
た
南
北
平
和
協
定
の
優
先
順
位
を
下
げ
て
い
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
六
月
、

ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
で
朴
成
哲
は
、
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
が
稼
働
し
始
め
た
こ
と
を
背
景
に
、

在
韓
米
軍
撤
退
を
南
北
対
話
に
求
め
ず
、
第
一
回
南
北
調
節
委
員
会
で
合
意
し
た
軍
事
分
科
委
員
会
を
開
設
し
、
そ
こ
で
南
北
間
の

軍
事
問
題
の
討
議
を
行
う
こ
と
を
提
議
し
た
。
朴
成
哲
の
南
北
間
の
軍
事
問
題
に
つ
い
て
の
提
案
は
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二

次
会
議
で
公
認
さ
れ
た
「
金
一
五
項
目
軍
事
提
案
」
に
よ
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
も
は
や
南
北
平
和
協
定
は
南
北
間
の
軍
事
問
題

の
解
決
に
必
要
な
取
り
決
め
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ャ
ネ
ル
」
が
稼
働
し
て
い
け
ば
、
北
朝
鮮
が
さ
ら
に
南

北
当
局
者
対
話
で
あ
る
南
北
調
節
委
員
会
、
ひ
い
て
は
南
北
平
和
協
定
に
関
心
を
失
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
（  

）
。

　

南
北
調
節
委
員
会
に
関
心
を
失
っ
た
北
朝
鮮
が
対
南
関
係
で
求
め
る
も
の
も
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ

こ
で
朴
成
哲
が
提
議
し
た
政
治
協
商
会
議
は
、
北
朝
鮮
が
南
北
調
節
委
員
会
と
い
う
南
北
当
局
者
対
話
に
代
る
南
北
対
話
の
一
形
態
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と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
朴
成
哲
が
提
議
し
た
政
治
協
商
会
議
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
訪
朝
の
際
の
金
日
成
演
説
に
倣
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
の
直
前
に
新
民
党
党
首
柳
珍
山
が
「
南
北
調
節
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
各
界
各
層

を
網
羅
す
る
汎
国
民
的
次
元
で
再
び
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
発
言
に
も
触
発
さ
れ
て
い
た
。
政
治
協
商
会
議
と
は
、

イ
ン
ド
シ
ナ
で
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
主
導
す
る
民
族
解
放
闘
争
を
鼓
舞
し
な
が
ら
朝
鮮
半
島
に
投
影
で
き
な
い
北
朝
鮮
が
、
朴
正
煕
政

権
打
倒
の
た
め
の
「
南
朝
鮮
革
命
」
に
代
っ
て
、
朴
正
煕
政
権
を
南
北
対
話
全
体
で
相
対
化
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

三
回
南
北
調
節
委
員
会
で
北
朝
鮮
は
、
在
韓
米
軍
撤
退
で
南
北
当
局
者
対
話
を
相
対
化
し
た
上
で
、
南
北
対
話
全
体
で
朴
正
煕
政
権

を
相
対
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
三
回
南
北
調
節
委
員
会
を
最
後
に
、
「
七
・
四
南
北
共
同
声
明
」
で
設
置
さ
れ
た
南
北

調
節
委
員
会
と
い
う
南
北
当
局
者
対
話
は
終
焉
す
る
。
そ
れ
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
が
構
想
し
た
朝
鮮
問
題
の
米
中
「
共
同

管
理
」
が
挫
折
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
「
ポ
ー
ロ
Ⅰ
」
以
来
、
周
恩
来
と
と
も
に
試

み
た
朝
鮮
半
島
で
の
紛
争
「
局
地
化
」
と
米
中
両
国
を
含
む
「
大
国
間
の
協
調
」
の
試
み
が
い
っ
た
ん
挫
折
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
も
意
味
し
て
い
た
。
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)” <https://digitalarchive.w
ilsoncenter.org/docum

ent/176172.pdf?v=1ca9a22e8e
b9151609900795f10fc413>. 

238�　

「
周
恩
来
同
志
在
中
共
中
央
和
国
務
院
歓
迎
越
南
党
政
代
表
団
宴
会
上
的
講
和
（
一
九
七
三
年
六
月
四
日
）
」
『
進
一
歩
発
展
中
越
両
国
人
民
的

偉
大
友
誼
和
戦
斗
団
結
―
―
越
南
労
働
党
和
越
南
民
主
共
和
国
政
府
代
表
団
訪
問
中
国
文
件
集
』
、
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
一
三
頁
。

239�　

「
黎
笋
同
志
在
中
共
中
央
和
国
務
院
挙
行
的
歓
迎
宴
会
上
的
講
和
（
一
九
七
三
年
六
月
四
日
）
」
、
同
右
、
一
九
～
二
〇
頁
。

240�　

「
聯
合
公
報
（
一
九
七
三
年
六
月
一
二
日
）
」
、
同
右
、
五
頁
。

241�　

中
共
中
央
文
献
室
編
、
前
掲
書
、
五
九
八
頁
。

242�　

K
issinger, Years of U

pheaval, p. 334
（
邦
訳
書
、
四
一
三
頁
）
．

243�　

‟P
relim

inary A
ccord on P

rinciple betw
een the Tw

o South V
ietnam

ese P
arties to the L

a C
elle-Saint C

loud 
Conference,” Violations of the Paris A

greem
ent of January 27, 1973, op. cit., p. 153. 

以
下
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
提
案
か
ら
の

引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

244�　

南
ベ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表
団
首
席
代
表 
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
「
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
解
決
の
た
め
の
六
項
目
」
『
世
界
政
治

資
料
』
第
四
〇
六
号
（
一
九
七
三
年
六
月
上
旬
）
、
三
～
四
頁
。

245�　

‟M
em

orandum
 From

 the President’ s A
ssistant for N

ational Security A
ffairs (K

issinger) to President N
ixon, 

W
ashington, M

ay 24, 1973, FR
 Vietnam

, 1973-75, p.  288.

246�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the A

cting A
m

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
) to the President’ s A

ssistant for 
N

ational Security Affairs (K
issinger), Saigon, June 2, 1973, 0145Z,” ibid., p. 296.

247�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the A

cting A
m

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
) to the President’ s A

ssistant for 
N

ational Security Affairs (K
issinger) in Paris, Saigon, June 7, 1973, 0720Z,” ibid., p. 302.

248�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the A

cting A
m

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
) to the President’ s A

ssistant for 

四
六



N
ational Security Affairs (K

issinger) in Paris, Saigon, June 7, 1973, 1220Z,” ibid., pp.  304-305.

249�　
‟M

em
orandum

 from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to President N

ixon, 
W

ashington, June 11, 1973,” ibid., p. 322.
250�　

‟M
em

orandum
 of Conversation1 Paris, M

ay 18, 1973, 3-6:45 p.m
.,” FR

 K
issinger-Tho, pp.1534-1536; ‟M

em
orandum

 
of Conversation Paris, M

ay 23, 1973, 10:30 a.m
.-5:05 p.m

.,” ibid., p. 1634.

251�　

‟M
em

orandum
 of Conversation, Paris, M

ay 18, 1973, 3-6:45 p.m
.,” FR

 K
issinger-Tho, p.  1536.

252�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to the A

cting 
Am

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
), W

ashington, June 5, 1973, 0148Z,” FR
 Vietnam

, 1973-75, p.  299.

253�　

‟M
em

orandum
 from

 the President’ s A
ssistant for N

ational Security A
ffairs (K

issinger) to President N
ixon, 

W
ashington, M

ay 24, 1973,” FR
 Vietnam

, 1973-75, pp.  287-288.

‘Conclusion of Joint Com
m

uniqué N
egotiations w

ith Le 
D

uc Tho: Includes Attachm
ent,’ June 13, 1973,” D

N
SA.　

水
本
、
前
掲
論
文
、
六
四
～
六
五
頁
。

254�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to the A

cting 
Am

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
), Paris, June 8, 1973, 2120Z,” ibid., p.  311.

255�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to the A

cting 
Am

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
), W

ashington, June 10, 1973, 1626Z,” ibid., p.  317.

256�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to the A

cting 
Am

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
)1 W

ashington, June 11, 1973, 1459Z,” ibid., p.  327.

257�　

‟B
ackchannel M

essage from
 the President’ s A

ssistant for N
ational Security A

ffairs (K
issinger) to the A

cting 
Am

bassador to Vietnam
 (W

hitehouse
),” FR

 Vietnam
, 1973-75, p. 339.

258　

D
oc, The Viet-N

am
 Peace N

egotiations, p. 404. 

259�　

‟Text of Joint Com
m

uniques,” D
SB, Vol. LXIX, N

o. 1776
(July 9, 1973

), pp. 50-53. ‟D
r. K

issinger’ s N
ew

s Conference, 
W

hite H
ouse Press Release, D

ated June 13,” ibid., pp. 45-50.

260�　

以
下
、
四
者
共
同
声
明
か
ら
の
引
用
は
、
「
パ
リ
四
者
会
談
の
パ
リ
協
定
実
施
に
関
す
る
文
書　

一
九
七
三
年
六
月
一
三
日
採
択
（
パ
リ
）
」
浦

野
編
、
前
掲
書
（
ア
ジ
ア
Ⅳ
ｅ
）
、
二
五
九
六
～
二
六
〇
〇
頁
に
よ
る
。

261�　

‟M
em

orandum
 from

 the President’ s A
ssistant for N

ational Security A
ffairs (K

issinger) to President N
ixon, 

W
ashington, June 11, 1973,” ibid., p. 323.

四
七



262�　

南
ベ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表
団 

首
席
代
表 

グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
「
南
ベ
ト
ナ
ム
内
部
問
題
解
決
の
た
め
の
基
本
点
と
緊
急

措
置
―
―
パ
リ
に
お
け
る
二
者
協
議
会
第
一
四
回
会
議
（
六
月
二
八
日
）
」『
世
界
政
治
資
料
』
第
四
〇
六
号
（
一
九
七
三
年
六
月
上
旬
）
、
一
三
頁
。

263�　
‟Texts of Joint Com

m
uniques: Four-Party Joint Com

m
unique,” D

SB, Vol. LXIX, N
o. 1776

(July 9, 1973
), pp. 50-53.　

以
下
、
四
者
共
同
声
明
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

264�　

「
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
外
務
省
の
パ
リ
協
定
調
印
当
事
者
一
九
七
三
年
六
月
一
四
日
共
同
文
書
に
関
す
る
声
明　

一
九
七
三
年
六
月
一
四
日

発
表
（
ハ
ノ
イ
）
」
浦
野
編
、
前
掲
書
（
ア
ジ
ア
Ⅳ
ｅ
）
、
二
六
〇
二
頁
。

265�　

「
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
政
府
代
表
・
労
働
党
中
央
委
員
レ
・
ド
ク
・
ト
の
パ
リ
協
定
調
印
当
事
者
の
一
九
七
三
年
六
月
一
三
日
共
同
声
明
の

意
義
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
発
言
（
一
九
七
三
年
六
月
一
四
日
、
パ
リ
）
」
浦
野
編
、
前
掲
書
（
ア
ジ
ア
Ⅳ
ｅ
）
、
二
六
〇
一
頁
。

266�　

‟C
om

m
uniqué of the M

inistry of Foreign A
ffairs D

ated June 18, 1973, D
enouncing to the W

orld and D
om

estic 
O

pinion the Com
m

unists’ Ill W
ill in Im

plem
enting the Provisions of the Paris Agreem

ent and the Joint Com
m

uniqué 
on the Cease-fire, Violations of the Paris A

greem
ent of January 27, 1973, op. cit., pp. 183-184.

267�　

社
論
「
為
全
面
執
行
巴
黎
協
定
而
堅
持
努
力
」
『
人
民
日
報
』
一
九
七
三
年
六
月
一
五
日
。

268�　

「
윁
남
민
주
공
화 

외
교
부
가 

미
제
의 
시
이
공
괴
뢰
도
당
의 

윁
남
평
화
협
정
위
반
행
위
를 

규
탄
하
여 

성
명
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월

四
일
。

269�　

「
남
부
윁
남
공
화 

림
시
혁
명
정
부
수
립 
네
돐
을 

축
하
한
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
六
일
。
同
様
の
主
張
は
、
北
朝
鮮
と
臨
時
革
命

政
府
と
の
外
交
関
係
樹
立
四
周
年
を
記
念
し
た
宴
会
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
（
「
조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국
과 

남
부
윁
남
공
화
사
이
의 

외
교
관
계

설
정 

네
돐
에 

즈
음
하
여 

우
리
나
라 

주
재 

남
부
윁
남
공
화 

림
시
대
리
가 

연
회
를 

차
렸
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
三
일
）
。

270�　

「
우
리
는 

영
웅
적
캄
보
쟈
인
민
이 

성
스
러
운 

반
미
구
국
투
쟁
에
서 

최
후
승
리
를 

이
룩
할 

때
까
지 

적
국 

지
지
성
원
할
것
이
다
―
―
캄
보
쟈
에 

대
한 

미
제
와 

앞
잡
이
들
의 

범
제
적
인 

침
략
행
위
를 

항
의
규
탄
하
는 

평
양
시
군
중
집
회
가 

있
었
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
五
일

271�　

「
캄
보
쟈
왕
국 

민
족
련
합
정
부
수
립 

세
돐
을 

열
렬
히 

축
하
한
다
」『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
五
일
。
리
운
세
「
미
제
의 

횡
포
한 

공
갈
」

『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
八
일
。

272�　

「
라
오
스
애
국
적
중
립
파
세
력
동
맹
위
원
회
가 

라
오
스
평
화
협
정
리
행
정
형
과 

관
련
한 

라
오
스
애
국
전
선
의 

성
명
을 

지
지
」
『
로
동
신
문
』

一
九
七
三
년
五
월
四
일
。

273�　

「
라
오
스
애
국
전
선
대
표
단
의 

조
선
민
주
주
의
인
민
공
화
국 

반
분
에 

대
한 

공
동
콤
뮤
니
케
」『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
五
일
。
お
よ
び
、

同
様
の
趣
旨
の
論
評
と
し
て
、
리
영
혁
「
라
오
스
애
국
전
선
의 

기
지
가 

나
붓
기
는 

해
방
은 

날
로 

공
고
발
전
되
고
있
다
」
『
로
동
신
문
』

一
九
七
三
년
五
월
一
五
일
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四
八



274�　

「
윁
남
에 

관
한 

빠
리
협
정
조
잉
측
들
의 

공
동
콤
뮤
니
케
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
六
일
。
「
미
제
와 

사
이
공
괴
뢰
도
당
은 

정
화
협

정
을 

엄
격
히 

리
행
해
야
한
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
九
일
。

275�　

박
목
렬
「
다
시
금 

드
러
내
놓
은 

조
선
에 

대
한 

미
제
의 

침
략
야
망
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
五
일
。

276�　

‟M
ay 05, 1973, Telegram

 from
 the First D

irectorate to W
ashington, D

C, N
O

.01/04493,” U
nited States-N

orth K
orea 

R
elations, W

ilson C
enter, D

igital A
rchive International H

istory D
eclassified <https://digitalarchive.w

ilsoncenter.org/
docum

ent/114056.pdf?v=1fee895d132a47147f278df4170cce6c>. 

277�　

「
로
마
니
아
인
민
과
의 

친
선
단
결
을 

더
욱 

강
화
발
전
시
키
기 

위
하
여 

조
선
인
민
은 

모
든 

힘
을 

다
할
것
이
다 

로
마
니
아
그
루
빠
대
표
단
을 

환
영
하
는 

평
양
시
군
중
회
가 

있
었
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
三
一
일
。

278�　

「
우
리 

나
라
에 
와
있
는 

로
마
니
아
사
회
주
의
공
화
국
의
대
사
가 

로
마
니
아
의
회
그
루
빠
대
표
단
의 

우
리 

나
라 

방
문
과 

관
련
하
여 

연
회
를 

차
렸
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
일
。

279�　

‟June 07, 1973, Telegram
 from

 W
ashington, D

C, N
O

.084.504, U
rgent, Secret” <https://digitalarchive.w

ilsoncenter.
org/docum

ent/114062>.

280�　

‟M
em

orandum
 from

 John H
oldridge of the N

ational Security Council Staff to the President’ s Assistant for N
ational 

Security Affairs (K
issinger), W

ashington, M
arch 15, 1973,” FR Volum

e E-12, K
orean Peninsula, p. 2,” <https://static.

history.state.gov/frus/frus1969-76ve12/pdf/d234.pdf>.　

281�　

‟M
em

orandum
 for: M

r. K
issinger from

 John H
. H

oldridge, Subject: U
N

CU
RK

 and K
orean Item

 in the U
N

, M
arch 15, 

1973,” FR Volum
e E-12, K

orean Peninsula, p. 2 <https://static.history.state.gov/frus/frus1969-76ve12/pdf/d234.pdf>.

282�　

‟Sum
m

ary and O
ptions from

 a Study Prepared by the Interdepartm
ental G

roup for E
ast A

sia and the Pacific, 
W

ashington, U
ndated,” FR Volum

e E-12, K
orean Peninsula” <https://static.history.state.gov/frus/frus1969-76ve12/pdf/

d235.pdf>.　

こ
の
報
告
は
、
一
九
七
三
年
四
月
三
日
付
で
、
省
庁
間
グ
ル
ー
プ
議
長
代
行
の
任
に
も
あ
っ
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
が
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

宛
に
送
り
、
同
年
五
月
四
日
に
は
国
務
省
、
国
防
省
、
財
務
省
副
長
官
、
軍
備
管
理
軍
縮
庁
副
長
官
、
中
央
情
報
部
長
官
、
さ
ら
に
は
大
統
領
国

際
経
済
担
当
補
佐
官
、
統
合
参
謀
本
部
議
長
に
も
送
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
原
典
は ‟N

ational Archives, N
ixon Presidential 

M
aterials, N

SC Institutional Files (H
-Files), Box H

–191, N
SSM

 155 [1 of 2]. Secret” 

と
さ
れ
る
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｍ-

155
に
は(sic)

と
付
記
さ
れ
て
い
る(

‟Sum
m

ary and O
ptions from

 a Study Prepared by the Interdepartm
ental G

roup for East Asia and 
the Pacific, W

ashington, undated” <https://history.state.gov/historicaldocum
ents/frus1969-76ve12/d235>

）
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｍ-

155

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関
す
る
覚
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｍ-

154
の
誤
記
と
考
え
て
よ
い
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｍ-

154
は
、
七
二
年
四
月
六
日
付
で
、
キ
ッ
シ

四
九



ン
ジ
ャ
ー
署
名
に
よ
り
発
出
さ
れ
、
同
年
五
月
一
〇
日
ま
で
に
上
級
検
討
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
の
た
め
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
東
ア
ジ
ア
省
庁
間
グ
ル
ー
プ

に
そ
の
結
果
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
後
の
南
北
対
話
に
向
け
た
秘
密
接
触
な
ど
の
情
勢
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
に

関
す
る
検
討
は
こ
の
時
期
も
続
い
て
い
た
。
こ
の
報
告
も
そ
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｍ-

154
に
つ
い
て
は
、See, ‟N

ational Security 
Study M

em
orandum

 154,” FR
 K

orea 1969-72, pp. 330-331.

283�　

『
一
九
七
二
年 

主
要
政
策
集
』
서
울
、
新
民
黨
、
一
九
七
二
년
、
六
九
頁
。　

284�　

「
国
會
機
能　

소
생
위
해 

最
大
노
력　

言
論
위
축
은 

民
主
憲
政
의　

動
脈
硬
化
를 

소
래
―
―
柳
珍
山
당
수 

記
會
會
見
서 

밝
혀
」
『
民
主
前
線
』

一
九
七
三
년
四
월
三
〇
일
。

285�　

「
우
리
黨
의 
政
綱
・
策
政
①
」
『
民
主
前
線
』
一
九
七
三
년
五
월
一
五
일
。

286�　

「
우
리
는 

북
과 

남
의 
정
당
、
사
회
단
체
들
과 

각
계
각
층 

인
사
들 

사
이
의 

정
치
적 

교
류
와 

협
상
을 

위
하
여 

언
제
나 

문
을 

열
어
놓
고 

있
다

―
―
조
선
로
동
당 

중
앙
위
원
회 

정
치
위
원
회 

위
원
인 

박
성
철
동
지
가 

최
근 

남
조
선
의 

한 

야
당
인 

신
민
당
이 

전
당
대
회
에
서 

이
당
의 

당
연

한 

남
북
통
일
정
책
을 

채
택
한
것
과 

관
련
하
여 

기
자
회
견
을 

가
졌
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
一
九
일
。
「
남
북
의 

각
정
당
、
사
회
단

체 

대
표
들 

각
계
각
층
인
산
들
이 
한
자
리
에 

모
여
앉
아 

대
화
하
는 

정
치
협
상
회
의
가 

소
집
대
야
한
다
―
―
북
과
남
의 

대
화
와 

협
상
의 

폭
을 

넓
힐
데 

대
한 

우
리
당
의 

제
안
을 
일
본
의 

각
계 

인
사
들
과 

일
본
에 

와
있
는 

외
국
인
사
들
이 

열
렬
히 

지
지
환
영
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년

五
월
三
一
일
。

287�　

「
남
북
조
절
위
원
회　

제
三
차
회
의
에 

참
가
하
기 

위
하
여 

서
울
에 

머
무
르
고
있
는 

우
리
측 

성
원
들
을 

위
하
여 

남
조
선
측 

공
동
위
원
장
이 

연
회
를 

치
렸
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
一
일
。

288�　

「
남
북
조
절
위
원
회　

제
三
회
의
가　

진
행
된
것
과　

관
련
하
여 

남
북
조
절
위
원
회 

우
리
측 

공
동
위
원
장
을 

대
신
한 

부
총
리 

박
성
철
동
지 

가 

내
외
기
자
들
과 

만
났
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
五
일
。
以
下
、
平
壌
で
の
朴
成
哲
に
よ
る
記
者
会
見
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献

に
よ
る
。

289�　

류
계
활
「
우
리
의 

五
개
항
목
제
안
은 

당
장 

실
현
되
여
야 

할 
절
박
하
고 

현
실
적
인 

방
안
이
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
一
〇
일
。

리
석
준
「
五
개
항
목
제
안
은 

평
화
통
일
의 

길
을 

적
극
적
으
로 

개
척
하
는 

유
일
하
게 

정
당
한 

방
안
」『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
五
월
二
三
일
。

290�　

강
인
덕
・
송
종
환
、
前
掲
、
一
九
七
頁
。

291�　

「
李
厚
洛　

서
울
側　

共
同
委
員
長　

晩
餐
演
説
（
日
時
：
一
九
七
三
．
六
．
一
二
、
場
所
：
서
울 

三
淸
閣
）
」
『
南
北
對
話
（
七
・
四
南
北
共
同

声
明
一
周
年
特
輯
）
』
第
一
号
（
一
九
七
三
年
七
月
）
、
二
三
～
二
四
頁
。

292�　

「
남
북
조
절
위
원
회　

제
三
회
의
가 

열
렸
다
」
『
로
동
신
문
』
一
九
七
三
년
六
월
一
三
일
。

293�　

「
李
厚
洛　

서
울
側　

共
同
委
員
長　

記
者
會
見
（
日
時
：
一
九
七
三
．
六
．
一
四　

一
〇:

一
〇
、
場
所
：
서
울 

迎
賓
館
）
」
、
前
掲
『
南
北
對

五
〇



話
』
、
三
二
～
三
三
頁
。

294�　
H

enry A. K
issinger, A

 W
orld R

estored: M
etternich, Castlereagh and the Problem

s of Peace 1812-1822, Boston: H
oughton 

M
ifflin, 1957

（
邦
訳
、
伊
藤
幸
雄
訳
、
石
津
朋
之
解
説
『
回
復
さ
れ
た
世
界
平
和
』
、
原
書
房
、
二
〇
〇
九
年). 

永
井
陽
之
助
『
多
極
世
界
の

構
造
』
、
中
央
公
論
社
、
二
四
一
頁
。

295�　

See, R
obert B

othw
ell, The Further Shore: C

anada and Vietnam
, International Journal, Vol. 56, N

o. 1 (W
inter, 

2000/2001
), pp. 89-114; see also, Poeliu D

ai, ‟Canada’ s Reluctant Participation in the International Com
m

ission for 
Control and Supervision in Vietnam

 in 1973,” Canadian Yearbook of International Law
, Volum

e 11, 1974, pp. 244-257.

296�　

前
掲
拙
稿
、
「
米
中
接
近
と
韓
国
」
、
一
六
六
頁
。

297�　

See, Robert D
allek, N

ixon and K
issinger: Partners in Pow

er, N
ew

 York: H
arperCollins Publisher, 2007, p. 257. 

大
嶽
秀

夫
『
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
―
―
現
実
主
義
と
は
何
か
』
、
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
八
頁
。

298�　

‟Zhou Enlai and Le D
uan, Pham

 Van D
ong and Lee Thanh N

ghi, Beijing, 5 June 1973,” 77 Conversations, pp.184-
187.　

栗
原
、
前
掲
論
文
、
一
九
七
頁
。
ニ
ク
ソ
ン
も
「
ハ
ノ
イ
に
お
け
る
モ
ス
ク
ワ
の
手
先
の
利
益
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
覇
権
を
確
立
す
る
こ

と
に
せ
よ
、
米
国
に
屈
辱
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
せ
よ
、
全
く
北
京
の
利
益
と
相
反
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
一
〇
月
頃

に
は
、
周
恩
来
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
指
導
者
に
対
し
て
『
例
え
ば
五
年
あ
る
い
は
一
〇
年
の
間
は
緊
張
が
緩
和
し
て
い
る
こ
と
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

に
と
っ
て
も
他
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
に
と
っ
て
も
最
善
で
は
な
か
ろ
う
か
』
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
周
恩
来
が
行
っ

た
と
さ
れ
る
発
言
の
時
期
と
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
小
康
状
態
を
保
つ
期
間
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
趣
旨
は
同
様
と
考
え
て
よ
い
。
な
お
、
ニ
ク
ソ

ン
が
い
う
周
恩
来
の
「
一
九
七
三
年
一
〇
月
頃
」
の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。See, Richard N

ixon, N
o M

ore Vietnam
s, N

ew
 York: 

Arbor H
ouse, 1985, p.  176 

（
邦
訳
、
宮
崎
緑
・
宮
崎
成
人
訳
『
ノ
ー
・
モ
ア
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
』
、
講
談
社
、
一
九
八
六
年
、
二
四
九
頁
）
。
た

だ
し
、
引
用
文
は
邦
訳
書
に
は
よ
ら
な
い
。

299�　

W
inston Lord (Introduction by H

enry K
issinger), K

issinger on K
issinger: R

eflections on D
iplom

acy, G
rand Strategy, 

and Leadership, N
ew

 York: St. M
artin Press, 2019, p.  83. 

300　

John Ehrlichm
an,  W

itness to Pow
er: The N

ixon Years, N
ew

 York: Sim
on and Schuster, 1982, p. 316.

301　

Ibid., p.  165

（
邦
訳
書
、
二
三
三
頁
）
。

302�　

な
お
そ
の
後
、
ゲ
ネ
ア
は
ル
ー
マ
ニ
ア
国
連
代
表
部
を
通
じ
て
、
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
が
「
米
国
議
会
に
送
る
書
簡
」
の
内
容
を
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
打

診
し
た
と
こ
ろ
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
金
一
に
伝
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
電
報
で
は
、
ル
ー
マ
ニ

ア
国
連
代
表
部
が
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
に
国
連
代
表
部
開
設
に
関
す
る
書
簡
を
「
手
交
し
た
（gave

）
」
の
は ‟July 13” 

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
六

五
一



月
一
六
日
付
の
電
報
に
七
月
一
三
日
の
こ
と
が
過
去
形
で
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
こ
れ
は ‟June 13” 

の
誤
記
と
考
え
て
よ
い
。（‟June 

16, Telegram
 to Pyongyang from

 First D
irectorate, Secret, N

O
. 01/08463, Flash,” U

nited States-N
orth K

orea Relations, 
W

ilson C
enter D

igital A
rchive, International H

istory D
eclassified <https://digitalarchive.w

ilsoncenter.org/
docum

ent/114063>.

五
二




